
ガ
ス
マ
ス
ク
な
ど
で
顔
を
覆

う
ケ
ー
ス
が
多
い
。
林
鄭
氏

は
「
多
く
の
学
生
が
暴
動
に

参
加
し
て
い
る
」
と
指
摘
、

法
制
定
は
「
過
激
な
違
法
行

為
を
抑
止
し
、
警
察
の
法
執

行
に
役
立
つ
」と
強
調
し
た
。

香
港
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、

教
育
局
は
各
学
校
に
健
康
や

宗
教
上
の
理
由
を
除
き
、
生

徒
の
マ
ス
ク
着
用
を
原
則
禁

じ
る
通
知
を
出
し
た
。
中
国

政
府
は
法
制
定
を
支
持
す
る

コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。

　

香
港
中
心
部
で
は
４
日
、

条
例
発
動
に
反
発
す
る
若
者

ら
千
人
以
上
が
車
道
を
占
拠

し
て
デ
モ
行
進
し
、
一
部
が

ご
み
に
火
を
放
つ
な
ど
し

た
。
民
主
派
な
ど
は
「
マ
ス

ク
は
催
涙
弾
か
ら
生
命
の
安

全
を
守
る
た
め
。
法
制
定
は

表
現
の
自
由
の
侵
害
だ
」
と

強
く
批
判
し
て
い
る
。

き
ょ
う
施
行
、
デ
モ
激
化
も

返
還
後
初
の
緊
急
条
例
発
動

香
港
、
覆
面
禁
止
法
を
制
定

韓
国
で
日
本
車
販
売
６
割
減

９
月
、
不
買
運
動
響
く

暑
さ
対
策
で
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

国
際
連
盟
に
東
京
五
輪
組
織
委

規
則
条
例
」
を
、
１
９
９
７

年
の
香
港
返
還
後
で
初
め
て

発
動
し
た
。

　

同
条
例
を
使
え
ば
、
会
員

制
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）

へ
の
発
信
や
市
民
の
移
動
を

制
限
す
る
こ
と
も
可
能
と
な

る
。
デ
モ
隊
側
は
「
あ
し
き

先
例
だ
」
と
猛
反
発
し
て
お

り
、
抗
議
活
動
が
さ
ら
に
激

化
す
る
懸
念
が
あ
る
。

　

デ
モ
隊
は
催
涙
弾
の
煙
や

警
察
の
摘
発
を
避
け
る
た
め

　
【
香
港
共
同
＝
花
田
仁
美
】

香
港
政
府
ト
ッ
プ
の
林
鄭
月

娥
行
政
長
官
は
４
日
記
者
会

見
し
、
デ
モ
参
加
者
が
マ
ス

ク
な
ど
で
顔
を
覆
う
こ
と
を

禁
じ
る
「
覆
面
禁
止
法
」
の

制
定
を
宣
言
し
た
。
５
日
午

前
０
時（
日
本
時
間
同
１
時
）

か
ら
施
行
さ
れ
、
最
高
刑
は

禁
錮
１
年
。
行
政
長
官
が
緊

急
時
に
立
法
会
（
議
会
）
の

手
続
き
を
経
ず
に
必
要
規
則

を
設
け
ら
れ
る
「
緊
急
状
況

体
材
料
の
輸
出
規
制
強
化
に

反
発
し
て
日
本
製
品
の
不
買

運
動
が
続
い
て
い
る
こ
と
が

影
響
し
た
。
外
国
車
の
販
売

台
数
に
占
め
る
日
本
車
の
割

合
も
昨
年
９
月
の
１
６
％
か

首
相
、
増
税
対
応
に
全
力

　
【
共
同
】
第
２
０
０
臨
時
国
会
が
４
日
召
集
さ
れ
、安
倍
晋
三
首
相
は
衆
院
本
会
議
で
所
信
表
明
演
説
を
行
っ
た
。

憲
法
改
正
を
巡
り
「
国
会
議
員
が
し
っ
か
り
と
議
論
し
、
国
民
へ
の
責
任
を
果
た
そ
う
」
と
呼
び
掛
け
た
。
消
費

税
増
税
が
経
済
に
与
え
る
影
響
を
注
視
し
て
対
策
を
打
ち
、
国
内
消
費
を
下
支
え
す
る
こ
と
に
全
力
を
挙
げ
る
と

表
明
。
全
世
代
型
の
社
会
保
障
制
度
改
革
に
挑
戦
す
る
と
訴
え
た
。
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
の
解
決
に

向
け
、
金
正
恩
朝
鮮
労
働
党
委
員
長
と
条
件
を
付
け
ず
に
向
き
合
う
と
の
意
欲
を
重
ね
て
示
し
た
。

改
憲
論
議
「
国
民
へ
の
責
任
」

覆面禁止法に反対するデモ参加者の女性＝４日、香港（共同）

全
世
代
型
社
保
改
革
訴
え

（１） ２０１９年第５３４２号  １０月 ５日 （土曜日）

第２００臨時国会で所信表明演
説をする安倍首相＝４日午後、
衆院本会議場（共同）

　
【
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
（
ス
イ
ス
）

共
同
】
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
の
バ
ッ

ハ
会
長
は
３
日
、
ス
イ
ス
の

ロ
ー
ザ
ン
ヌ
で
の
理
事
会
後

に
記
者
会
見
し
、
東
京
五
輪

の
暑
さ
対
策
で
大
会
組
織
委

員
会
が
全
て
の
国
際
競
技
連

盟
（
Ｉ
Ｆ
）
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
っ
て
い
る
と
明
ら
か
に

　
【
ソ
ウ
ル
共
同
】
韓
国
輸

入
自
動
車
協
会
は
４
日
、
日

本
車
の
９
月
の
新
車
販
売
台

数
が
前
年
同
月
比
６
０
％
減

の
１
１
０
３
台
だ
っ
た
と
発

表
し
た
。
日
本
に
よ
る
半
導

者
の
就
労
機
会
確
保
な
ど
を

通
じ
て
「
人
生
１
０
０
年
時

代
を
見
据
え
た
改
革
を
果
断

に
進
め
る
」
と
ア
ピ
ー
ル
し

た
。

　

日
米
貿
易
協
定
に
つ
い

て
、
日
米
双
方
の
利
益
に
な

る
結
論
を
得
た
と
成
果
を
誇

示
。
年
内
に
ま
と
め
る
予
定

の
国
内
産
業
へ
の
支
援
策
を

念
頭
に
「
農
家
の
不
安
に

し
っ
か
り
向
き
合
い
、
生
産

基
盤
の
強
化
な
ど
十
分
な
対

策
を
講
じ
る
」
と
語
っ
た
。

　

ロ
シ
ア
と
の
北
方
領
土
問

題
を
解
決
し
、
平
和
条
約
を

締
結
す
る
と
言
明
。
米
国
と

　

緊
急
条
例
は
英
国
の
植
民

地
時
代
の
２
２
年
に
制
定
さ

れ
た
。
行
政
長
官
と
そ
の
諮

問
機
関
が
「
緊
急
事
態
も
し

く
は
公
共
の
安
全
に
危
害
が

及
ぶ
状
況
に
あ
る
」
と
判
断

し
た
場
合
に
、
通
信
や
交
通

の
制
限
、
拘
束
者
の
勾
留
延

長
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
規
則
を

設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
返

還
前
、
６
７
年
の
暴
動
な
ど

で
発
動
さ
れ
た
。

　

６
月
に
本
格
化
し
た
「
逃

亡
犯
条
例
」
改
正
案
を
発
端

と
し
た
抗
議
活
動
で
は
、
若

者
ら
の
多
く
が
個
人
の
特
定

を
防
ぐ
た
め
マ
ス
ク
を
着

用
。
一
部
親
中
派
は「
覆
面
」

が
過
激
な
デ
モ
を
助
長
さ
せ

て
い
る
と
し
て
、
事
態
沈
静

米
大
統
領
Ｓ
Ｌ
Ｂ
Ｍ
批
判
せ
ず

北
朝
鮮
と
の
交
渉
に
意
欲

の
世
界
選
手
権
で
は
深
夜
ス

タ
ー
ト
の
マ
ラ
ソ
ン
や
競
歩

で
棄
権
者
が
続
出
し
、
東
京

で
の
暑
さ
対
策
に
も
懸
念
が

広
が
っ
て
い
る
。

　

東
京
五
輪
の
ド
ー
ピ
ン
グ

対
策
と
し
て
、
違
反
者
の
摘

発
強
化
の
た
め
検
査
で
採
取

し
た
血
液
や
尿
検
体
の
保
存

期
間
延
長
を
世
界
反
ド
ー
ピ

ン
グ
機
関
（
Ｗ
Ａ
Ｄ
Ａ
）
な

ど
の
関
係
機
関
に
求
め
る
方

針
も
示
し
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
男
子
の
日
本
記

録
保
持
者
、
大
迫
傑
（
ナ
イ

し
た
。
Ｉ
Ｆ
の
懸
念
や
要
望

を
集
約
し
、
準
備
状
況
を
監

督
す
る
今
月
末
か
ら
の
Ｉ
Ｏ

Ｃ
調
整
委
員
会
で
組
織
委
の

回
答
を
受
け
る
。

　

カ
ヌ
ー
の
テ
ス
ト
大
会
で

人
工
的
に
雪
を
降
ら
せ
た
実

験
に
は
「
非
常
に
創
造
的
な

試
み
だ
」と
評
価
し
た
。ド
ー

ハ
で
開
催
さ
れ
て
い
る
陸
上

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
共
同
】
ト
ラ
ン
プ

米
大
統
領
は
３
日
、
北
朝
鮮

に
よ
る
２
日
の
新
型
潜
水
艦

発
射
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
Ｓ
Ｌ

Ｂ
Ｍ
）
発
射
を
批
判
せ
ず
、

非
核
化
な
ど
を
巡
る
米
朝
交

渉
の
再
開
に
意
欲
を
示
し

た
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
記

者
団
に
Ｓ
Ｌ
Ｂ
Ｍ
発
射
に
つ

い
て
問
わ
れ
「
様
子
を
見
て

み
よ
う
。
北
朝
鮮
は
話
し
た

が
っ
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
は

間
も
な
く
彼
ら
と
話
す
」
と

述
べ
た
。

　

米
朝
実
務
協
議
で
北
朝
鮮

首
席
代
表
を
務
め
る
金
明
吉

緊
密
に
連
携
し
て
北
朝
鮮
情

勢
に
対
応
す
る
考
え
を
示
し

た
。
韓
国
を
重
要
な
隣
国
と

位
置
付
け
な
が
ら
も
「
国

と
国
と
の
約
束
順
守
を
求
め

る
」
と
述
べ
、
元
徴
用
工
訴

訟
問
題
で
韓
国
が
日
韓
請
求

権
協
定
に
違
反
し
て
い
る
と

の
立
場
を
鮮
明
に
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
を
加
速
さ
せ
る
と
強
調
。

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
で

増
え
続
け
て
い
る
処
理
水
の

処
分
に
は
言
及
し
な
か
っ

た
。
大
規
模
停
電
が
発
生
し

た
台
風
１
５
号
へ
の
対
応
を

検
証
し
、
電
力
イ
ン
フ
ラ
維

持
に
取
り
組
む
と
し
た
。

課
題
解
決
へ
道
筋
示
さ
ず

首
相
の
所
信
表
明
演
説

　
【
共
同
・
解
説
】
安
倍
晋

三
首
相
は
所
信
表
明
演
説

で
、
悲
願
と
さ
れ
る
憲
法
改

正
や
社
会
保
障
改
革
な
ど
重

要
課
題
に
取
り
組
む
意
欲
を

強
調
し
た
。
だ
が
具
体
策
に

は
踏
み
込
ま
ず
、
解
決
に
向

け
た
道
筋
を
示
し
た
と
は
言

い
難
い
。「
新
し
い
令
和
の

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
日
本
を

化
の
た
め
覆
面
禁
止
法
の
制

ワ
ク
チ
ン
接
種
１
０
県
に
拡
大
へ

群
馬
の
イ
ノ
シ
シ
も
豚
コ
レ
ラ

つ
く
り
上
げ
る
」
と
美
辞
麗

句
を
掲
げ
る
だ
け
で
な
く
、

国
民
の
疑
問
に
正
面
か
ら
向

き
合
う
姿
勢
が
求
め
ら
れ

る
。

　

改
憲
を
巡
り
、首
相
は「
国

民
へ
の
責
任
を
果
た
そ
う
」

と
国
会
論
議
を
呼
び
掛
け
る

に
と
ど
め
た
。
首
相
が
改
憲

実
現
に
強
い
意
欲
を
持
っ
て

い
る
の
は
周
知
の
事
実
。
与

野
党
を
超
え
た
合
意
形
成
に

努
め
る
意
思
は
本
当
に
あ
る

の
か
。
首
相
の
真
意
が
分
か

ら
な
い
ま
ま
で
は
、
野
党
側

　
【
共
同
】
農
林
水
産
省
は

４
日
、
群
馬
県
の
検
査
で
豚

コ
レ
ラ
に
感
染
し
た
疑
い
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
た
野
生
イ

ノ
シ
シ
２
頭
に
つ
い
て
、
国

の
検
査
で
陽
性
と
確
定
し
た

と
発
表
し
た
。
今
後
、
有

識
者
の
意
見
も
踏
ま
え
た
上

で
、
豚
コ
レ
ラ
対
策
と
し
て

豚
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実

施
す
る
「
推
奨
地
域
」
に
群

馬
県
も
加
え
る
方
針
。
こ
れ

ま
で
飼
育
豚
や
野
生
イ
ノ
シ

シ
で
の
感
染
が
確
認
さ
れ
て

い
た
岐
阜
や
愛
知
な
ど
と
合

わ
せ
て
計
１
０
県
に
拡
大
す

る
。

　

群
馬
県
で
の
野
生
イ
ノ
シ

シ
へ
の
感
染
は
初
め
て
。
豚

へ
の
感
染
は
確
認
さ
れ
て
い

な
い
が
、
群
馬
は
豚
の
飼
育

頭
数
が
約
６
３
万
頭
（
今
年

２
月
時
点
）
と
全
国
４
位
の

キ
）
も
所
属
す
る
「
ナ
イ
キ
・

オ
レ
ゴ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
、
ア
ル
ベ

ル
ト
・
サ
ラ
ザ
ー
ル
氏
（
米

国
）
が
米
国
反
ド
ー
ピ
ン
グ

機
関
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ａ
）
か
ら

禁
止
薬
物
の
不
正
売
買
や
使

用
の
違
反
で
４
年
間
の
資
格

停
止
処
分
を
受
け
た
問
題
に

つ
い
て
は
「
何
人
の
選
手
が

調
べ
ら
れ
て
い
る
の
か
ま
ず

知
り
た
い
」
と
指
摘
。
調
査

対
象
と
な
っ
て
い
る
選
手
な

ど
Ｗ
Ａ
Ｄ
Ａ
に
詳
細
な
情
報

提
供
を
求
め
る
と
い
う
。

　
【
共
同
】
日
本
の
植
民
地

統
治
時
代
の
台
湾
で
生
ま
れ

育
ち
な
が
ら
、
太
平
洋
戦
争

後
に
日
本
国
籍
を
喪
失
し
た

と
さ
れ
る
の
は
不
当
だ
と
し

て
、
台
湾
人
の
男
性
３
人
が

４
日
、
日
本
国
籍
を
有
し

て
い
る
こ
と
の
確
認
を
国
に

求
め
て
大
阪
地
裁
に
提
訴
し

た
。

　

代
理
人
弁
護
士
に
よ
る

と
、
植
民
地
時
代
に
日
本
国

籍
を
持
っ
て
い
た
台
湾
人
が

国
籍
確
認
を
求
め
る
訴
訟
は

初
め
て
。

　

訴
状
に
よ
る
と
、
原
告
は

戦
時
中
に
軍
属
と
し
て
太
平

洋
戦
争
に
従
軍
し
た
楊
馥

成
さ
ん
（
９
７
）
ら
８
０

〜
９
０
代
の
３
人
。
い
ず

れ
も
戦
前
の
植
民
地
時
代

の
台
湾
で
日
本
人
と
し
て
生

ま
れ
育
っ
た
が
、
日
本
は

１
９
５
２
年
に
発
効
し
た
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約

で
台
湾
な
ど
海
外
植
民
地
の

領
土
権
を
放
棄
。
台
湾
系
日

本
人
は
国
籍
離
脱
者
と
し
て

扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
最
高
裁
は
６
２
年
、

日
本
と
中
華
民
国
（
台
湾
）

が
５
２
年
に
結
ん
だ
日
華
平

和
条
約
の
発
効
に
よ
り
、
台

湾
系
日
本
人
は
日
本
国
籍
を

喪
失
し
た
と
判
断
し
た
。

　

原
告
側
は
、
こ
れ
ま
で
日

本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
を
持
っ
て
生
き

て
き
た
と
主
張
。
国
籍
の
剥

奪
を
禁
じ
る
世
界
人
権
宣
言

な
ど
に
基
づ
き
、「
本
人
の

同
意
な
し
に
国
籍
を
剥
奪
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
」
な
ど
と

訴
え
て
い
る
。

　

３
人
は
提
訴
後
、
大
阪
市

ら
６
％
に
落
ち
込
ん
だ
。
日

本
車
販
売
台
数
は
２
カ
月
連

続
の
大
幅
減
と
な
っ
た
。

　

ブ
ラ
ン
ド
別
で
は
、
ト
ヨ

タ
自
動
車
が
６
２
％
減
の

９
８
１
台
、
日
産
自
動
車
が

８
７
％
減
の
３
６
０
台
、
日

産
の
高
級
ブ
ラ
ン
ド
「
イ
ン

フ
ィ
ニ
テ
ィ
」
が
６
９
％
減

の
１
５
６
台
、
ホ
ン
ダ
が

８
２
％
減
の
９
３
４
台
。
一

方
、
ト
ヨ
タ
の
高
級
ブ
ラ
ン

ド
「
レ
ク
サ
ス
」
は
５
０
％

生
産
県
で
、
イ
ノ
シ
シ
か
ら

ウ
イ
ル
ス
が
媒
介
さ
れ
て
感

染
が
広
が
れ
ば
大
き
な
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
。
養
豚
場
へ

の
イ
ノ
シ
シ
の
侵
入
防
止
な

ど
徹
底
し
た
対
策
が
課
題
と

な
る
。

　

農
水
省
や
群
馬
県
に
よ
る

と
、
同
県
藤
岡
市
と
上
野
村

で
捕
獲
さ
れ
た
野
生
イ
ノ
シ

巡
回
大
使
は
３
日
（
日
本
時

間
４
日
未
明
）、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
首
都
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
に
到
着
し
た
。
現
地
で
米

側
と
の
協
議
に
臨
む
と
み
ら

れ
る
。
米
側
は
ビ
ー
ガ
ン
北

朝
鮮
担
当
特
別
代
表
が
交
渉

を
率
い
る
。

　

北
朝
鮮
は
２
日
に
新
型
Ｓ

Ｌ
Ｂ
Ｍ
「
北
極
星
３
」
を
発

射
。
日
本
政
府
は
、
射
程

は
日
本
の
ほ
ぼ
全
域
に
届
く

約
２
５
０
０
キ
ロ
に
達
す
る

と
分
析
、
こ
れ
ま
で
発
射
を

繰
り
返
し
て
い
た
短
距
離
ミ

サ
イ
ル
の
枠
を
大
き
く
超
え

る
。

　

金
明
吉
氏
は
３
日
、
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
近
郊
の
ア
ー

ラ
ン
ダ
国
際
空
港
に
到
着
し

た
際
、
共
同
通
信
な
ど
に

「（
米
側
か
ら
）
新
た
な
サ
イ

ン
が
あ
っ
た
の
で
楽
観
し
て

い
る
。
期
待
は
大
き
い
」
と

述
べ
、
米
側
か
ら
何
ら
か
の

提
案
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆

し
た
。

　

金
明
吉
氏
に
は
ク
ォ
ン
・

ジ
ョ
ン
グ
ン
前
外
務
省
北
米

局
長
ら
６
人
が
同
行
。
空
港

で
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
関

係
者
が
出
迎
え
た
。
北
朝
鮮

は
４
日
に
予
備
接
触
、
５
日

に
実
務
協
議
を
行
う
と
発
表

し
た
が
、
米
側
は
日
程
な
ど

に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い

な
い
。

シ
計
２
頭
か
ら
県
の
検
査
で

陽
性
反
応
が
あ
り
、
国
の
検

査
で
も
陽
性
と
さ
れ
感
染
が

確
定
し
た
。

　

農
水
省
は
先
月
２
７
日
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
実
施
に
向
け

た
防
疫
指
針
の
改
定
案
を
有

識
者
会
議
に
提
示
し
、
接
種

対
象
を
岐
阜
や
愛
知
な
ど
９

県
に
す
る
こ
と
を
確
認
。
発

生
県
に
隣
接
す
る
群
馬
や
千

葉
な
ど
で
は
当
面
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
し
な
い
と
決
め
た

ば
か
り
だ
っ
た
。
し
か
し
隣

日
本
国
籍
の
確

認
求
め
提
訴

植
民
地
統
治
時
の
台
湾
男
性
ら

目
指
す
の
か
。
そ
の
理
想
を

議
論
す
べ
き
場
こ
そ
憲
法
審

査
会
だ
」
と
指
摘
し
た
。

　

消
費
税
対
応
に
関
し
経
済

の
好
循
環
を
確
保
す
る
と
説

明
。
全
世
代
型
社
会
保
障
に

つ
い
て
は
、
厚
生
年
金
の
適

用
範
囲
拡
大
や
、
労
働
意
欲

の
あ
る
７
０
歳
ま
で
の
高
齢

　

憲
法
を
巡
り
、
７
月
の
参

院
選
で
改
憲
論
議
推
進
の

「
審
判
が
下
っ
た
」
と
の
自

ら
の
主
張
に
沿
っ
た
発
言
。

改
憲
勢
力
が
３
分
の
２
を
割

り
込
ん
だ
こ
と
を
踏
ま
え
、

各
党
に
対
し
て
改
正
案
の
提

示
要
請
は
し
な
か
っ
た
。「
令

和
時
代
に
ど
の
よ
う
な
国
を

増
の
３
１
３
台
だ
っ
た
。

　

日
本
政
府
が
今
年
７
月
に

輸
出
規
制
を
強
化
し
て
以

降
、
韓
国
で
は
日
本
製
品
の

不
買
運
動
が
広
ま
り
、
ビ
ー

ル
や
乗
用
車
な
ど
の
売
り
上

げ
が
減
少
。
影
響
は
観
光
分

野
に
も
波
及
し
て
い
る
。

　

聯
合
ニ
ュ
ー
ス
は
業
界
関

係
者
の
話
と
し
て
、
販
売
が

増
え
た
レ
ク
サ
ス
は
昨
年

９
月
、
新
型
車
の
販
売
を
控

え
て
売
り
上
げ
が
低
調
だ
っ

た
こ
と
が
関
係
し
た
と
伝
え

た
。

　

外
国
車
の
販
売
台
数
は
全

体
で
１
７
％
増
の
２
万
２
０ 

４
台
。
ド
イ
ツ
や
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
が
け
ん
引
し
た
。

定
を
求
め
て
い
た
。

　
【
共
同
】
日
本
大
ア
メ
リ

カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
悪

質
反
則
問
題
へ
の
不
適
切
な

対
応
な
ど
に
よ
っ
て
国
の
私

学
助
成
金
が
減
額
さ
れ
、
大

学
が
損
害
を
受
け
た
と
し

て
、
元
日
大
教
授
ら
が
設
立

し
た
「
新
し
い
日
本
大
学
を

つ
く
る
会
」
や
現
役
教
員
ら

は
４
日
、
田
中
英
寿
理
事
長

ら
に
対
し
、
３
億
５
千
万
円

を
大
学
に
賠
償
す
る
よ
う
求

め
て
東
京
地
裁
に
提
訴
し

た
。

　

訴
状
で
は
「
理
事
長
は
反

則
問
題
に
関
す
る
公
正
な
調

査
や
関
係
者
の
適
正
な
処
分

を
す
る
義
務
を
怠
っ
た
」
と

主
張
。
医
学
部
の
不
適
切
入

試
問
題
も
合
わ
せ
て
昨
年
度

の
助
成
金
が
約
３
３
億
円
減

額
さ
れ
、
志
願
者
減
少
な
ど

の
損
害
が
生
じ
た
と
し
て
い

る
。

　

他
に
訴
え
ら
れ
た
の
は
、

ア
メ
フ
ッ
ト
部
の
監
督
だ
っ

た
内
田
正
人
氏
や
現
役
の
常

務
理
事
ら
。
つ
く
る
会
の
長

沼
宗
昭
・
元
日
大
教
授
は
４

日
、
東
京
都
内
で
記
者
会
見

し
「
大
学
の
自
治
が
十
全
に

機
能
せ
ず
、
自
浄
作
用
が
働

い
て
い
な
い
」
と
述
べ
、
執

行
部
の
退
陣
を
求
め
た
。

日
大
理
事
長
ら

に
賠
償
請
求

ア
メ
フ
ッ
ト
問
題
で
提
訴

の
警
戒
は
解
け
ず
、
議
論
進

展
は
望
め
な
い
だ
ろ
う
。

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に

関
し
て
は
、
減
速
傾
向
に
あ

る
景
気
を
さ
ら
に
冷
え
込
ま

せ
る
と
の
懸
念
は
強
い
。「
下

振
れ
リ
ス
ク
が
顕
在
化
す
る

場
合
に
は
、
機
動
的
か
つ
万

全
の
対
策
を
講
じ
る
」
と
の

説
明
だ
け
で
は
国
民
の
不
安

は
払
拭
で
き
な
い
。

　

社
会
保
障
制
度
改
革
で

も
「
全
て
の
世
代
が
安
心
で

き
る
制
度
を
大
胆
に
構
想
す

る
」
と
す
る
だ
け
で
、
年
金

接
県
に
も
イ
ノ
シ
シ
で
の
感

染
が
広
が
っ
た
こ
と
で
、
わ

ず
か
１
週
間
で
対
象
拡
大
を

強
い
ら
れ
る
形
と
な
っ
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
巡
っ
て

は
、
既
に
千
葉
、
静
岡
両
県

か
ら
も
自
県
で
の
接
種
を
求

め
る
要
望
が
出
て
い
る
。
江

藤
拓
農
相
は
４
日
の
閣
議
後

の
記
者
会
見
で
は
ワ
ク
チ
ン

の
量
が
限
ら
れ
る
た
め
「
状

況
を
見
極
め
な
が
ら
決
め
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
る
に
と

ど
め
た
が
、
今
後
さ
ら
に
隣

や
医
療
、
介
護
に
つ
い
て
、

国
民
の
負
担
増
や
財
政
健
全

化
も
含
め
た
将
来
像
を
提
示

し
な
か
っ
た
。

　

安
倍
政
権
に
は
、
９
５
歳

ま
で
生
き
る
に
は
夫
婦
で
約

２
千
万
円
の
蓄
え
が
必
要
と

試
算
し
た
報
告
書
の
受
け
取

り
を
拒
む
な
ど
「
不
都
合
な

事
実
」
を
直
視
し
な
い
姿
勢

が
透
け
る
。
耳
の
痛
い
話

も
受
け
止
め
、
国
民
に
対
し

て
真
摯
な
説
明
を
し
な
け
れ

ば
、
新
し
い
時
代
の
展
望
は

開
け
な
い
だ
ろ
う
。

接
県
か
ら
同
様
の
要
請
が
相

次
ぐ
可
能
性
も
あ
り
、
対
応

が
焦
点
と
な
り
そ
う
だ
。

　

ま
た
政
府
は
４
日
、
豚
コ

レ
ラ
対
策
の
強
化
を
話
し
合

う
関
係
閣
僚
会
議
も
首
相
官

邸
で
開
催
。
関
係
省
庁
が
ワ

ク
チ
ン
接
種
や
感
染
源
と
な

る
野
生
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
強

化
な
ど
、
ま
ん
延
防
止
に
向

け
て
連
携
す
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ

の
国
内
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
水

際
対
策
も
徹
底
す
る
。

内
で
記
者
会
見
。
楊
さ
ん
は

「
台
湾
の
若
者
が
ど
う
い
う

気
持
ち
で
戦
争
に
参
加
し
た

か
。
訴
訟
が
ど
う
い
う
結
果

に
な
ろ
う
と
も
、
裁
判
を
通

じ
て
こ
う
し
た
歴
史
が
あ
っ

た
と
日
本
国
民
に
分
か
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
訴
え
た
。



「
本
質
失
わ
れ
て
な
い
」法
相
強
が
る

お
り
、
金
融
商
品
を
捜
査
し

て
大
儲
け
し
た
エ
ス
テ
ヴ
ェ

ス
氏
が
そ
の
見
返
り
と
に
マ

ン
テ
ガ
氏
と
労
働
者
党
（
Ｐ

Ｔ
）
に
賄
賂
を
払
っ
て
い
た

と
い
う
。
エ
ス
テ
ヴ
ェ
ス
氏
は

ル
ー
ラ
元
大
統
領
や
Ｐ
Ｔ
が

関
わ
っ
た
Ｂ
Ｔ
Ｇ
内
の
フ
ァ
ン

ド
の
責
任
者
で
、
そ
れ
ら
の

フ
ァ
ン
ド
を
自
由
に
動
か
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。

　

そ
の
不
正
の
例
と
し
て
パ

ロ
ッ
シ
氏
は
、
２
０
１
１
年

８
月
３
１
日
の
Ｃ
ｏ
ｐ
ｏ
ｍ

の
例
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ

の
と
き
の
Ｃ
ｏ
ｐ
ｏ
ｍ
は
、

２
０
１
０
年
４
月
以
降
、
上

昇
し
続
け
て
い
た
Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ

ｃ
を
、
年
１
２
・
５
０
％
か

ら
１
２
・
０
０
％
に
い
き
な

り
、
そ
れ
も
大
幅
に
下
げ
、

物
議
を
醸
し
た
。
市
場
関
係

者
は
当
時
、
Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
は

現
状
維
持
と
踏
ん
で
い
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
Ｂ
Ｔ
Ｇ
の

「
Ｂ
ｉ
ｎ
ｔ
ａ
ｎ
ｇ
」
と
呼

ば
れ
る
フ
ァ
ン
ド
の
資
産
額

　

連
邦
政
府
は
３
日
、
犯
罪
防
止
法
案
（P

acote A
n
tecrim

e

）
成
立
機
運

を
高
め
る
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し
た
。
３
、４
日
付
伯
字
各
紙
・
サ
イ
ト

が
報
じ
た
。

に
完
全
に
改
善
で
き
る
わ
け

で
は
な
い
」
と
し
、
法
案
の

中
身
が
部
分
的
に
変
更
さ
れ

る
可
能
性
は
認
め
た
が
、
最

終
的
な
議
会
承
認
に
自
信
を

見
せ
た
。
た
だ
、
大
統
領
が

警
官
の
行
き
過
ぎ
た
行
動
の

免
罪
を
擁
護
し
た
発
言
は
反

発
を
招
く
可
能
性
が
あ
る
。

　

モ
ロ
法
相
も
、「『
法
も
正

義
も
な
い
伯
国
は
終
わ
り
を

告
げ
た
』
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
社
会
に
対
し
て
送
る
た

め
に
は
、
行
政
府
だ
け
で
な

く
、
議
会
の
役
割
も
重
要
。

承
認
に
向
け
た
手
続
き
の
中

で
、
本
質
的
な
部
分
は
一
切

失
わ
れ
て
は
い
な
い
」
と
し

た
。

　
「
犯
罪
者
が
厳
し
く
罰
せ

ら
れ
な
い
と
、
罰
を
受
け
て

い
る
の
は
む
し
ろ
被
害
者
や

遺
族
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

中
心
と
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
ビ
デ
オ
の
中
で
は
、
２
審

判
決
後
の
刑
執
行
擁
護
や
、

セ
ミ
ア
ベ
ル
ト
の
人
に
認
め

ら
れ
る
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
父

の
日
、
母
の
日
な
ど
に
一
時

出
所
で
き
る
権
利
な
ど
の
見

　

３
日
、
パ
リ
の
市
議
会
が

ル
ー
ラ
元
大
統
領
を
名
誉
市

民
に
す
る
こ
と
を
承
認
し

た
。
同
市
議
会
は
ル
ー
ラ
氏

を
、「
伯
国
に
お
け
る
社
会

的
か
つ
経
済
的
な
不
平
等
を

減
ら
す
こ
と
に
貢
献
し
た
」

と
い
う
名
目
で
推
薦
し
て
お

直
し
も
訴
え
て
い
る
が
、
委

員
会
は
こ
れ
ら
の
項
目
も
既

に
削
除
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
に
１
千
万
レ

は
、
２
０
１
１
年
７
月
か
ら

９
月
だ
け
で
２
千
万
レ
ア
ル

か
ら
３
８
０
０
万
レ
ア
ル
に

跳
ね
上
が
り
、
同
年
の
営
利

率
（
レ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
）
は

４
０
２
％
に
も
上
っ
た
。
こ

の
フ
ァ
ン
ド
は
２
０
１
０
年

に
設
け
ら
れ
、
２
０
１
３
年

に
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
。

　

パ
ロ
ッ
シ
氏
は
、
こ
の
よ
う

ラ
、
ジ
ウ
マ
政
権
の
元
閣
僚

ア
ン
ト
ニ
オ
・
パ
ロ
ッ
シ
氏
の

報
奨
付
供
述
に
基
づ
く
も
の

で
、
聖
市
の
Ｂ
Ｔ
Ｇ
本
社
な

ど
が
家
宅
捜
索
を
受
け
た
。

エ
ス
テ
ヴ
ェ
ス
氏
は
８
月
に
も

ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
の
石
油
採
掘

船
疑
惑
で
家
宅
捜
索
を
受
け

て
い
る
。

　

パ
ロ
ッ
シ
氏
に
よ
る
と
、
当

時
の
財
相
だ
っ
た
ギ
ド
・
マ

ン
テ
ガ
氏
は
エ
ス
テ
ヴ
ェ
ス
氏

に
Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
に
関
す
る
Ｃ

ｏ
ｐ
ｏ
ｍ
の
情
報
を
流
し
て

　

聖
州
の
連
邦
検
察
と
連
邦

警
察
は
３
日
、
国
内
最
大
の

独
立
投
資
系
銀
行
Ｂ
Ｔ
Ｇ
パ

ク
チ
ュ
ア
ル
の
シ
ニ
ア
パ
ー
ト

ナ
ー
、ア
ン
ド
レ・エ
ス
テ
ヴ
ェ

ス
氏
の
不
正
を
摘
発
す
る
作

戦
を
行
っ
た
。
エ
ス
テ
ヴ
ェ
ス

氏
は
通
貨
政
策
委
員
会
（
Ｃ

ｏ
ｐ
ｏ
ｍ
）
が
決
め
る
経
済

基
本
金
利
（
Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
）

に
関
す
る
情
報
を
事
前
に
知

り
、
２
０
１
０
〜
１
２
年
に

多
額
の
益
を
得
た
と
い
う
。

４
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い

る
。

　
「
エ
ス
ト
レ
ラ
・
カ
デ
ン
テ
」

と
題
さ
れ
た
作
戦
は
、
ル
ー

Ｂ
Ｔ
Ｇ
が
内
部
者
取
引
で
大
儲
け
？

マ
リ
エ
レ
市
議
殺
害
で
４
人
逮
捕

パ
ロ
ッ
シ
の
証
言
に
基
づ
く

な
こ
と
が
起
き
た
の
は
、
マ

ン
テ
ガ
氏
が
エ
ス
テ
ヴ
ェ
ス
氏

に
事
前
に
情
報
を
流
し
た
の

に
合
わ
せ
、
エ
ス
テ
ヴ
ェ
ス
氏

が
Ｂ
ｉ
ｎ
ｔ
ａ
ｎ
ｇ
の
契
約

数
や
売
却
数
を
調
整
し
た
た

め
と
し
て
い
る
。

　

パ
ロ
ッ
シ
氏
は
ル
ー
ラ
政

権
で
財
相
を
つ
と
め
た
が
、

１
０
年
は
下
議
、
１
１
年
は

ジ
ウ
マ
政
権
の
官
房
長
官
、

１
２
年
は
Ｐ
Ｔ
の
相
談
役
で

Ｃ
ｏ
ｐ
ｏ
ｍ
や
中
銀
に
は
直

接
か
か
わ
っ
て
い
な
い
。

　

エ
ス
テ
ヴ
ァ
ン
氏
は
今
件

以
外
に
も
、
デ
ウ
シ
ジ
オ
・

ア
マ
ラ
ル
元
上
議
（
当
時
Ｐ

Ｔ
）
が
ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
元
理

事
で
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作
戦

被
告
の
ネ
ス
ト
ル
・
セ
ル
ヴ
ェ

ロ
ー
氏
の
口
封
じ
の
た
め
に

セ
ル
ヴ
ェ
ロ
ー
氏
の
息
子
を

威
嚇
し
た
と
さ
れ
る
疑
惑
へ

の
関
与
で
、
２
０
１
５
年
に

逮
捕
さ
れ
て
い
る
。

防
止
法
案
の
Ｐ
Ｒ
を
始
め

た
。

　
「
犯
罪
防
止
法
―
犯
罪
者

の
無
罪
放
免
を
許
さ
な
い
」

と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

加
害
者
が
罰
せ
ら
れ
も
せ
ず

に
過
ご
す
中
、
被
害
者
ら
が

い
か
に
や
る
せ
な
い
思
い
を

し
て
い
る
か
を
訴
え
る
映
像

が
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
で

今
月
末
ま
で
流
さ
れ
る
。

　

犯
罪
防
止
法
案
は
同
法
案

を
審
議
す
る
た
め
に
開
設
さ

れ
た
特
別
委
員
会
で
検
討
中

で
、
提
出
さ
れ
た
ま
ま
の
形

で
委
員
会
を
通
っ
た
項
目
は

皆
無
だ
。「
カ
イ
シ
ャ
・
ド

イ
ス
（
闇
帳
簿
）
を
犯
罪
と

定
義
す
る
」
の
条
文
な
ど
は

既
に
取
り
除
か
れ
た
が
、
本

会
議
で
復
活
す
る
可
能
性
は

残
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
で
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
、「
過
去

３
０
年
以
上
間
違
っ
た
方
向

に
進
ん
で
い
た
も
の
を
す
ぐ

パロッシ氏
（Antonio Cruz/Agencia Brasil）

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
（
中
央
）

（Antonio Cruz / Ag. Brasil

）

リ オ 市

り
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
た
。

同
市
の
ア
ン
ヌ
・
イ
ダ
ル
ゴ

市
長
も
、「
３
千
万
人
に
も

及
ぶ
伯
国
の
人
々
を
極
貧
か

ら
救
っ
た
」
と
賛
辞
を
送
っ

て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
と
ブ
ラ

ジ
ル
と
の
関
係
は
、
ア
マ
ゾ

ン
の
森
林
火
災
拡
大
を
め
ぐ

り
、
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
が
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
を
批
判
し

た
こ
と
な
ど
で
険
悪
な
関
係

に
な
っ
て
い
る
。
徹
底
し
た

ル
ー
ラ
氏
や
左
派
へ
の
攻
撃

で
知
ら
れ
る
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏

に
と
っ
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
と

の
鞘
当
て
は
、
ま
だ
続
い
て

い
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

２
日
、
聖
州
ア
ル
ミ
ニ
オ

で
９
月
に
起
き
た
、
１
９
歳

の
ア
リ
ー
ネ
・
シ
ウ
ヴ
ァ
・

ダ
ン
タ
ス
さ
ん
殺
害
事
件
の

容
疑
者
と
し
て
、
４
５
歳
の

電
気
技
師
が
逮
捕
さ
れ
た
。

こ
の
事
件
は
９
月
８
日
、
近

所
に
お
む
つ
を
買
い
に
出
か

け
た
き
り
行
方
不
明
と
な
っ

た
ア
リ
ー
ネ
さ
ん
が
、
遺
体

と
な
っ
て
発
見
さ
れ
た
と
い

う
も
の
。
ア
リ
ー
ネ
さ
ん
は

強
姦
さ
れ
た
疑
い
が
持
た
れ

て
い
た
。
警
察
は
す
で
に
、

同
容
疑
者
の
精
液
を
調
べ
、

遺
体
に
付
着
し
て
い
た
精
液

と
同
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

週
末
の
サ
ッ
カ
ー
の
全
国

選
手
権
。
聖
州
勢
は
、
サ
ン

パ
ウ
ロ
が
本
拠
地
で
フ
ォ
ル

タ
レ
ー
ザ
、
サ
ン
ト
ス
と
コ

リ
ン
チ
ャ
ン
ス
は
敵
地
で
、

ヴ
ァ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ
と
グ

レ
ミ
オ
と
そ
れ
ぞ
れ
対
戦
。

明
日
は
パ
ル
メ
イ
ラ
ス
が
本

拠
地
で
ア
ト
レ
チ
コ
・
ミ
ネ

イ
ロ
と
対
戦
す
る
。
聖
州
勢

が
強
い
今
期
だ
が
、
７
位
の

サ
ン
パ
ウ
ロ
は
他
の
チ
ー
ム

か
ら
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
も
、
負
け
ら

れ
な
い
と
こ
ろ
だ
。

　

国
税
庁
検
察
官
の
マ
テ
ウ

ス
・
カ
ル
ネ
イ
ロ
・
ア
ス
ン

ソ
ン
検
事
が
３
日
、
第
３
地

域
裁
（
Ｔ
Ｒ
Ｆ
３
）
所
属
の

女
性
判
事
、
ル
イ
ー
ゼ
・
フ
ィ

ウ
ゲ
イ
ラ
ス
氏
に
ナ
イ
フ
で
切

り
付
け
、
殺
人
未
遂
で
現
行

犯
逮
捕
さ
れ
た
。
４
日
付
伯

字
各
紙
が
報
じ
た
。

　

ア
ス
ン
ソ
ン
容
疑
者
は
３

日
夕
方
、
聖
市
中
央
パ
ウ
リ

ス
タ
大
通
り
に
あ
る
Ｔ
Ｒ
Ｆ

３
の
、
フ
ィ
ウ
ゲ
イ
ラ
ス
判
事

の
執
務
室
に
侵
入
し
た
。

　

証
言
に
よ
る
と
、
ア
ス
ン

ソ
ン
被
告
は
フ
ィ
ウ
ゲ
イ
ラ
ス

判
事
の
首
筋
に
切
り
付
け
た

が
、
頚
動
脈
は
そ
れ
て
お
り
、

軽
傷
で
済
ん
だ
。
容
疑
者
は
、

「
抗
議
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
」

と
供
述
し
て
い
る
と
い
う
。

　

ア
ン
ド
レ
・
メ
ン
ド
ン
サ

連
邦
総
弁
護
庁
（
Ａ
Ｇ
Ｕ
）

長
官
は
、
同
日
中
に
事
件
の

捜
査
開
始
を
命
じ
、
遺
憾

の
意
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、

「
暴
力
を
強
く
糾
弾
す
る
と

と
も
に
、
判
事
に
限
り
な
い

連
帯
の
意
を
示
す
」
と
書
面

で
発
表
し
た
。

　

連
邦
判
事
協
会
（
Ａ
ｊ
ｕ

ｆ
ｅ
）、
聖
州
連
邦
判
事
協

会
（
Ａ
ｊ
ｕ
ｆ
ｅ
ｓ
ｐ
）
は

共
に
、
犯
行
を
「
極
め
て
大

そ
れ
た
行
為
」
と
呼
び
、
非

難
す
る
と
共
に
、「
判
事
の
警

備
体
制
は
常
に
脆
弱
で
、
元

検
察
ト
ッ
プ
が
最
高
裁
判
事
を

『
殺
す
つ
も
り
だ
っ
た
』
と

発
言
す
る
よ
う
な
最
近
の
風

潮
が
、
司
法
を
侮
る
流
れ
に

拍
車
を
か
け
て
い
る
」
と
発

表
し
た
。

　

Ａ
ｊ
ｕ
ｆ
ｅ
、
Ａ
ｊ
ｕ
ｆ

ｅ
ｓ
ｐ
は
共
に
、
対
話
が
枯

渇
し
、
世
論
が
極
端
に
分
か

れ
て
い
る
と
い
う
現
在
の
風

潮
が
事
件
に
つ
な
が
っ
た
と

し
、
司
法
は
常
に
独
立
性
を

脅
か
そ
う
と
す
る
者
の
攻
撃

対
象
に
な
っ
て
き
た
と
も
表

明
。
さ
ら
に
は
「
予
算
不
足

で
、
裁
判
官
の
命
が
危
険
に

さ
ら
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は

許
容
し
が
た
い
」
と
し
て
、

現
状
を
厳
し
く
批
判
し
た
。

　

ア
ス
ン
ソ
ン
容
疑
者
は
最

初
、
２
２
階
に
あ
る
別
の
判

事
の
執
務
室
に
侵
入
し
た
が

不
在
だ
っ
た
の
で
、
１
階
下

の
フ
ィ
ウ
ゲ
イ
ラ
ス
判
事
の

部
屋
を
襲
撃
。
ガ
ラ
ス
製
花

瓶
を
投
げ
つ
け
、
ひ
る
ん
だ

隙
に
ナ
イ
フ
で
切
り
付
け
た
。

逮
捕
後
は
連
警
本
部
に
連

行
、
収
容
さ
れ
て
い
る
。

　

昨
年
３
月
１
４
日
に
起
き

た
、
マ
リ
エ
レ
・
フ
ラ
ン
コ

市
議
と
運
転
手
の
ア
ン
デ
ル

ソ
ン
・
ゴ
メ
ス
氏
殺
害
事
件

関
連
で
、
リ
オ
市
警
が
３
日

朝
、
退
役
軍
警
の
ロ
ニ
イ
・

レ
ッ
サ
容
疑
者
の
妻
ら
を
逮

捕
し
た
と
３
、４
日
付
伯
字

紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

逮
捕
者
は
、
レ
ッ
サ
容
疑

者
の
妻
の
エ
ラ
イ
ネ
・
デ
・

フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
・
レ
ッ
サ
、

そ
の
兄
弟
の
ブ
ル
ー
ノ
・

フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
、
知
人
の
マ

ル
シ
オ
・
モ
ン
タ
ヴ
ァ
ノ
・

ゴ
ー
ル
ド
）
と
ジ
ョ
ジ
ナ
ウ

ド
・
フ
レ
イ
タ
ス
の
各
容
疑

者
だ
。
４
人
は
レ
ッ
サ
容
疑

者
が
隠
し
て
い
た
銃
器
類
を

放
棄
し
、
捜
査
を
妨
害
し
た

疑
い
を
持
た
れ
て
い
る
。

　

捜
査
妨
害
の
指
示
者
は
エ

ラ
イ
ネ
容
疑
者
で
、
モ
ン
タ

ヴ
ァ
ノ
容
疑
者
に
命
じ
、
ペ

シ
ン
シ
ャ
区
の
ア
パ
ー
ト
か

ら
銃
器
類
を
運
び
出
さ
せ
た

の
が
ブ
ル
ー
ノ
容
疑
者
。
そ

れ
を
海
に
捨
て
た
の
が
フ
レ

イ
タ
ス
容
疑
者
だ
。
捨
て
ら

れ
た
銃
器
に
は
マ
リ
エ
レ
氏

ら
殺
害
に
使
わ
れ
た
マ
シ
ン

ガ
ン
も
含
ま
れ
て
い
た
と
さ

れ
て
い
る
。
レ
ッ
サ
容
疑
者

は
マ
シ
ン
ガ
ン
な
ど
も
自
分

で
組
み
立
て
て
い
た
。

　

銃
器
類
搬
出
は
レ
ッ
サ
容

疑
者
逮
捕
の
翌
日
の
３
月

１
３
日
。
同
日
未
明
に
４
人

が
車
で
乗
り
つ
け
た
が
、
門

番
が
拒
否
し
た
た
め
、
同
日

午
後
、
ブ
ル
ー
ノ
容
疑
者
の

車
で
出
直
し
て
き
た
モ
ン
タ

ヴ
ァ
ノ
容
疑
者
が
重
そ
う
な

段
ボ
ー
ル
箱
を
運
び
出
し
た

様
子
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
が
記

録
し
て
い
る
。

　

モ
ン
タ
ヴ
ァ
ノ
容
疑
者
は

翌
日
、
バ
ー
ラ
地
区
の
ス
ー

パ
ー
の
駐
車
場
で
フ
レ
イ
タ

ス
容
疑
者
に
会
い
、
段
ボ
ー

ル
箱
や
鞄
な
ど
を
渡
し
た
。

フ
レ
イ
タ
ス
容
疑
者
は
バ
ー

ラ
地
区
の
漁
師
の
舟
で
沖
に

出
て
、
銃
器
類
を
捨
て
た
。

　

検
察
に
よ
る
と
、
モ
ン
タ

ヴ
ァ
ノ
容
疑
者
は
そ
の
直
後

の
通
話
で
「
家
具
は
寄
付
し

た
か
」
と
尋
ね
、
フ
レ
イ
タ

ス
容
疑
者
が
肯
定
し
た
と
い

う
。
警
察
は
、
ブ
ル
ー
ノ
、

モ
ン
タ
ヴ
ァ
ノ
の
両
者
が
フ

レ
イ
タ
ス
容
疑
者
に
、
箱
の

中
身
は
古
着
と
書
類
だ
と
言

う
よ
う
指
示
し
た
通
話
記
録

も
入
手
し
て
い
る
。

　

警
察
は
消
防
や
海
軍
に
依

頼
し
て
現
場
付
近
の
海
底
を

探
し
た
が
、
回
収
出
来
な

か
っ
た
。
フ
レ
イ
タ
ス
容
疑

者
は
７
月
に
、
弁
護
士
ら

し
き
男
性
と
の
通
話
で
「
ど

こ
に
捨
て
た
か
は
覚
え
て
い

る
。
奴
ら
は
的
外
れ
な
場
所

を
探
し
て
い
る
よ
」
と
話
し

て
い
る
。

　

３
日
の
逮
捕
劇
は
、
９
月

に
退
任
し
た
ラ
ケ
ル
・
ド
ッ

ジ
検
察
庁
元
長
官
が
同
件
の

捜
査
を
連
警
に
委
ね
る
よ
う

勧
告
し
て
か
ら
約
２
週
間
後

に
起
き
た
。
リ
オ
市
警
や
州

検
察
は
、
連
警
へ
の
捜
査
委

譲
は
、
捜
査
後
退
を
意
味
す

る
と
反
発
し
て
い
る
。

　

９
月
２
０
日
夜
、
リ
オ
市

ア
レ
モ
ン
地
区
で
起
き
た
、

ア
ガ
タ
・
ヴ
ィ
ッ
ト
ー
リ
ア
・

フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
ち
ゃ
ん（
８
）

の
被
弾
、
死
亡
事
件
に
関
し

て
、
軍
警
が
ア
ガ
タ
ち
ゃ
ん

が
運
ば
れ
た
病
院
に
行
き
、

彼
女
の
死
を
招
い
た
銃
弾
を

回
収
し
よ
う
と
し
た
疑
い
が

生
じ
て
い
る
。
４
日
付
伯
字

紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

ア
ガ
タ
ち
ゃ
ん
は
９
月

２
０
日
に
母
親
と
と
も
に
帰

宅
途
中
、
コ
ン
ビ
車
内
で
銃

弾
を
受
け
、
翌
日
亡
く
な
っ

た
。
家
族
や
目
撃
者
は
「
バ

イ
ク
を
追
っ
て
い
た
警
官
が

撃
っ
た
」
と
証
言
し
た
が
、

軍
警
は
「
近
く
で
銃
撃
戦
が

起
き
て
い
た
」
と
証
言
し
、

話
題
と
な
っ
て
い
た
。

　

鑑
識
の
結
果
、
弾
は
マ
シ

ン
ガ
ン
か
ら
放
た
れ
た
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
る
が
、
ど
う

い
う
タ
イ
プ
の
も
の
か
は
ま

だ
わ
か
っ
て
い
な
い
。

　

今
回
の
疑
い
は
、
ヴ
ェ
ー

ジ
ャ
誌
が
３
日
付
の
サ
イ
ト

で
、「
軍
警
た
ち
が
ア
ガ
タ

ち
ゃ
ん
が
亡
く
な
っ
た
病
院

に
か
け
つ
け
、
銃
弾
の
引
き

と
り
を
求
め
た
が
、
医
師
団

は
そ
れ
を
認
め
な
か
っ
た
」

と
い
う
報
道
が
な
さ
れ
。
軍

警
の
行
動
を
批
判
す
る
世
論

が
沸
き
起
こ
っ
て
い
る
。

　

ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
ヴ
ィ
ッ

ツ
ェ
ル
・
リ
オ
州
知
事
は
３

日
、「
全
て
が
明
ら
か
に
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
声

明
を
出
し
て
い
る
。

議会より国民世論に訴える
　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
（
社

会
自
由
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
は
当
選
後
、
人
気
判
事
だ
っ
た

セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ
氏
を
法
務

検
事
が
判
事
に
切
り
か
か
る

首
筋
を
負
傷
も
命
に
別
状
な
し

銃
器
隠
蔽
投
棄
で
捜
査
妨
害
容
疑

犯罪防止法
連 警

基
本
金
利
機
密
の
漏
洩
捜
査

（２）２０１９年 第５３４２号 １０月 ５日 （土曜日）

聖 市

軍
警
が
銃
弾
引
き
取
り
？

遺
体
の
あ
る
病
院
に
押
し
か
け
か

アガタちゃん殺害

大
臣
に
抜
擢
。
モ

ロ
法
相
が
中
心
と

な
っ
て
立
案
し
た

犯
罪
防
止
法
は
２

月
に
議
会
に
提
出

さ
れ
た
が
、
社
会

保
障
制
度
改
革
の

審
議
が
優
先
さ
れ

て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
犯
罪
防
止
法

案
は
採
決
の
目
処

が
立
っ
て
い
な

い
。
議
会
は
そ
の

間
、
汚
職
に
甘
い

職
権
乱
用
防
止
法

を
通
し
、
来
年
の

地
方
選
の
ル
ー
ル

を
定
め
た
法
案
で

も
汚
職
に
甘
い
項

目
を
承
認
し
た
。

　

政
府
は
そ
ん
な

状
況
を
変
え
る
た

め
、
１
千
万
レ
ア

ル
を
投
じ
て
犯
罪

　
「
汚
職
に
厳
し
い
大
統
領

と
玉
虫
色
の
議
会
の
対
立
」

構
図
は
随
所
に
展
開
さ
れ
て

い
る
。
選
挙
助
成
金
の
使
い

方
な
ど
を
定
め
た
法
案
Ｐ
Ｌ

５
０
２
９
も
そ
の
一
つ
だ
。

　

汚
職
に
甘
い
内
容
を
多
く

含
ん
だ
法
案
は
９
月
中
旬
に

議
会
で
承
認
さ
れ
た
が
、
月

末
に
は
大
統
領
が
１
３
項
目

を
拒
否
。
来
年
の
地
方
選
に

間
に
合
わ
せ
る
た
め
に
、
議

会
が
１
０
月
４
日
ま
で
に
再

度
の
拒
否
を
行
う
か
ど
う
か

が
注
目
さ
れ
て
い
た
。

選
挙
関
連
法
案
審
議
は
来
週

来
年
選
挙
で
は
適
用
さ
れ
ず

　

し
か
し
、
ダ
ヴ
ィ
・
ア
ル

コ
ル
ン
ブ
レ
上
院
議
長
は
２

日
、
関
連
審
議
を
週
明
け
に

行
う
と
し
た
た
め
、
公
布
さ

れ
る
内
容
の
多
く
は
、
来
年

の
選
挙
に
は
適
用
さ
れ
な
い

こ
と
に
な
っ
た
。



　
「
横よ

こ

井い

の
思し

想そ
う

を
、
西さ

い

郷ご
う

の
手て

で
行お

こ
な
は
れ
た
ら
、
も
は
や
そ

れ
ま
で
だ
」［
１
，　

２
３
８
２
］
と
勝か

つ

海か
い

舟し
ゅ
うに
言い

わ
し
め
た

の
が
、
熊く

ま

本も
と

藩は
ん

士し

・
横よ

こ

井い

小し
ょ
う

楠な
ん

だ
っ
た
。
海か

い

舟し
ゅ
うは
「
自じ

分ぶ
ん

は

横よ
こ

井い

小し
ょ
う

楠な
ん

の
弟で

子し

で
あ
る
」
と
自じ

称し
ょ
うす
る
ま
で
に
小

し
ょ
う

楠な
ん

の
思し

想そ
う

に
惚ほ

れ
込こ

み
、
そ
れ
を
西さ

い

郷ご
う

に
伝つ

た

え
た
の
も
海か

い

舟し
ゅ
うだ
っ
た
。

明め
い

治じ

維い

新し
ん

と
は
「
横よ

こ

井い

の
思し

想そ
う

を
西さ

い

郷ご
う

の
手て

で
行お

こ
な」
っ
た
も
の

と
言い

え
よ
う
か
。

　

大た
い

政せ
い

奉ほ
う

還か
ん

を
説と

い
た
坂さ

か

本も
と

龍り
ょ
う

馬ま

の
「
船せ

ん

中ち
ゅ
う

八は
っ

策さ
く

」
も
、

小し
ょ
う

楠な
ん

が
幕ば

く

府ふ

に
提て

い

出し
ゅ
つし
た
「
国こ

く

是ぜ

七し
ち

条じ
ょ
う」
を
下し

た

敷じ

き
に
し
て

い
る
。
明め

い

治じ

日に

本ほ
ん

の
国こ

く

是ぜ

「
五ご

箇か

条じ
ょ
うの
ご
誓せ

い

文も
ん

」［
Ａ
］
の

起き

草そ
う

者し
ゃ

の
一ひ

と

人り

、
福ふ

く

井い

藩は
ん

士し

・
由ゆ

利り

公き
み

正ま
さ

は
、
小

し
ょ
う

楠な
ん

が
福ふ

く

井い

藩は
ん

を
指し

導ど
う

し
て
い
た
時と

き

の
門も

ん

人じ
ん

で
、「
ご
誓せ

い

文も
ん

」
に
も
小

し
ょ
う

楠な
ん

の

「
国こ

く

是ぜ

十じ
ゅ
う

二に

条じ
ょ
う」
の
影え

い

響き
ょ
うが
色い

ろ

濃こ

い
。

　

吉よ
し

田だ

松し
ょ
う

陰い
ん

は
小

し
ょ
う

楠な
ん

を
熊く

ま

本も
と

に
訪お

と
ず
れ
、
小

し
ょ
う

楠な
ん

の
説と

く
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

の
進し

ん

路ろ

に
感か

ん

奮ぷ
ん

し
た
。
高た

か

杉す
ぎ

晋し
ん

作さ
く

も
「
小

し
ょ
う

楠な
ん

を
長

ち
ょ
う

州し
ゅ
う

藩は
ん

の

学が
く

頭と
う

兼け
ん

兵へ
い

制せ
い

相そ
う

談だ
ん

役や
く

に
招ま

ね

き
た
い
」　

と
国く

に

元も
と

に
相そ

う

談だ
ん

し
て
い

る
。

　

小
し
ょ
う

楠な
ん

の
高た

か

い
評

ひ
ょ
う

価か

は
幕ば

く

府ふ

側が
わ

も
同お

な

じ
で
あ
っ
た
。
徳と

く

川が
わ

一い
ち

門も
ん

の
福ふ

く

井い

藩は
ん

主し
ゅ

・
松ま

つ

平だ
い
ら

春し
ゅ
ん

嶽が
く

は
小

し
ょ
う

楠な
ん

を
自じ

藩は
ん

に
招ま

ね

き
、
財ざ

い

政せ
い

改か
い

革か
く

で
腕う

で

を
振ふ

る
わ
せ
た
。
そ
の
後ご

、
幕ば

く

府ふ

の
政せ

い

事じ

総そ
う

裁さ
い

職
し
ょ
く

に
就つ

く
と
、
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
頼た

よ

っ
た
。
評

ひ
ょ
う

判ば
ん

を
聞き

い
た
将

し
ょ
う

軍ぐ
ん

後こ
う

見け
ん

職し
ょ
く（
後あ

と

の
将

し
ょ
う

軍ぐ
ん

）一
ひ
と
つ

橋ば
し

慶よ
し

喜の
ぶ

も
小

し
ょ
う

楠な
ん

の
意い

見け
ん

に
感か

ん

服ぷ
く

し
て
、

幕ば
く

府ふ

顧こ

問も
ん

に
招ま

ね

き
た
い
と
ま
で
言い

い
出だ

し
た
。

　

明め
い

治じ

新し
ん

政せ
い

府ふ

が
成せ

い

立り
つ

し
て
か
ら
も
、
小

し
ょ
う

楠な
ん

は
呼よ

び
出だ

さ
れ

て
参さ

ん

与よ

と
な
り
、
岩い

わ

倉く
ら

具と
も

視み

の
私し

邸て
い

に
毎ま

い

晩ば
ん

の
よ
う
に
招ま

ね

か
れ

て
、
相そ

う

談だ
ん

に
乗の

っ
て
い
た
。

　

明め
い

治じ

維い

新し
ん

は
多た

彩さ
い

な
登と

う

場じ
ょ
う

人じ
ん

物ぶ
つ

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役や

く

割わ
り

を
果は

た
し
て
完か

ん

遂す
い

で
き
た
が
、
彼か

れ

ら
の
背は

い

後ご

で
統と

う

一い
つ

的て
き

な
脚

き
ゃ
く

本ほ
ん

を
書か

い
た
の
が
小

し
ょ
う

楠な
ん

で
あ
っ
た
。

　

西さ
い

郷ご
う

と
小

し
ょ
う

楠な
ん

に
つ
い
て
、
海か

い

舟し
ゅ
うは
こ
う
も
言い

っ
て
い
る
。

　
お
れ
は
、
今い

ま

ま
で
に
天て

ん

下か

で
恐お

そ

ろ
し
い
も
の
を
二ふ

た

人り

見み

た
。

そ
れ
は
、
横よ

こ

井い

小し
ょ
う

楠な
ん

と
西さ

い

郷ご
う

南な
ん

洲し
ゅ
うと
だ
。
横よ

こ

井い

は
、
西せ

い

洋よ
う

の

事こ
と

も
別べ

つ

に
沢た

く

山さ
ん

は
知し

ら
ず
、
お
れ
が
教お

し

へ
て
や
つ
た
く
ら
ゐ
だ

が
、
そ
の
思し

想そ
う

の
高た

か

調ち
ょ
う

子し

な
事こ

と

は
、
お
れ
な
ど
は
、
と
て
も

横よ
こ

井い

小し
ょ
う

楠な
ん

「
大た

い

義ぎ

を
四し

海か
い

に
布し

か
ん
の
み
」

２０１９年
ねん

６月
がつ

３０日
にち

版
ばん

梯は
し

子ご

を
掛か

け
て
も
、
及お

よ

ば
ぬ
と
思お

も
っ
た
事こ

と

が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。

［
１
，　
１
０
１
６
］

　
「
高た

か

調ち
ょ
う

子し

」
と
は
、
声こ

え

な
ど
の
調

ち
ょ
う

子し

が
高た

か

い
こ
と
を
意い

味み

す

る
が
、
こ
の
文ぶ

ん

脈み
ゃ
くで
は
、
そ
の
思し

想そ
う

の
「
高こ

う

遠え
ん

さ
」
を
指さ

す
の

だ
ろ
う
。
そ
の
「
高た

か

調ち
ょ
う

子し

」
ぶ
り
は
、
後の

ち

に
二ふ

た

人り

の
甥お

い

が
ア

メ
リ
カ
に
留

り
ゅ
う

学が
く

す
る
際さ

い

に
贈お

く

っ
た
次つ

ぎ

の
言こ

と

葉ば

に
現あ

ら
われ
て
い
る
。

堯ぎ
ょ
う

舜し
ゅ
ん

孔こ
う

子し

の
道み

ち

を
明あ

き

ら
か
に
し

西せ
い

洋よ
う

器き

械か
い

の
術じ

ゅ
つを
尽つ

く
さ
ば

な
ん
ぞ
富ふ

国こ
く

に
止と

ど

ま
ら
ん

な
ん
ぞ
強

き
ょ
う

兵へ
い

に
止と

ど

ま
ら
ん

大た
い

義ぎ

を
四し

海か
い

に
布し

か
ん
の
み
［
１
，　
９
８
］

　
「
富ふ

国こ
く

強き
ょ
う

兵へ
い

」
は
明め

い

治じ

政せ
い

府ふ

の
近き

ん

代だ
い

化か

の
旗は

た

印じ
る
しだ
っ
た
。

世せ

界か
い

を
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

化か

し
て
、
つ
い
に
は
東ひ

が
し
ア
ジ
ア
ま
で
迫せ

ま

り
つ

つ
あ
っ
た
西せ

い

洋よ
う

諸し
ょ

国こ
く

か
ら
我わ

が
国く

に

の
独ど

く

立り
つ

を
護ま

も

る
た
め
に
は
、

「
西せ

い

洋よ
う

器き

械か
い

の
術じ

ゅ
つ
」
を
尽つ

く
し
て
国く

に

を
富と

ま
せ
、
強

き
ょ
う

力り
ょ
くな
軍ぐ

ん

備び

を
持も

つ
こ
と
が
必ひ

つ

要よ
う

だ
っ
た
。
し
か
し
、
小

し
ょ
う

楠な
ん

は
「
な
ん
ぞ

富ふ

国こ
く

に
止と

ど

ま
ら
ん
。
な
ん
ぞ
強

き
ょ
う

兵へ
い

に
止と

ど

ま
ら
ん
」
と
言い

い
切き

っ

て
、そ
の
先さ

き

を
説と

く
。
そ
れ
が
「
大た

い

義ぎ

を
四し

海か
い

に
布し

か
ん
の
み
」

で
あ
っ
た
。

　

そ
の
「
大た

い

義ぎ

」
と
は
「
堯

ぎ
ょ
う

舜し
ゅ
ん

孔こ
う

子し

の
道み

ち

」
で
あ
っ
た
。
堯

ぎ
ょ
う

と
舜し

ゅ
ん
は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

古こ

代だ
い

の
伝で

ん

説せ
つ

上じ
ょ
うの
帝て

い

王お
う

で
、
理り

想そ
う

的て
き

な
仁じ

ん

政せ
い

を

行お
こ
な
っ
た
、
と
伝つ

た

え
ら
れ
て
い
る
。
現げ

ん

代だ
い

の
我わ

れ

々わ
れ

に
と
っ
て
判わ

か

り

や
す
い
の
は
、
小

し
ょ
う

楠な
ん

が
「
白は

く

面め
ん

碧へ
き

眼が
ん

（
白は

く

人じ
ん

で
目め

の
青あ

お

い
）
の

堯ぎ
ょ
う

舜し
ゅ
ん」
と
呼よ

ん
で
尊そ

ん

敬け
い

し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
建け

ん

国こ
く

の
英え

い

雄ゆ
う

ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
だ
ろ
う
。
小

し
ょ
う

楠な
ん

の
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
の
傾け

い

倒と
う

ぶ
り
は
、
米べ

い

国こ
く

か
ら
肖

し
ょ
う

像ぞ
う

を
取と

り
寄よ

せ
て
、
家い

え

に
掲か

か

げ
て

い
た
ほ
ど
だ
っ
た
。［
１
，　

１
６
８
４
］

　
ワ
シ
ン
ト
ン
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

で
の
圧あ

っ

政せ
い

を
跳は

ね
返か

え

し
て
ア
メ
リ
カ
人じ

ん

民み
ん

の
独ど

く

立り
つ

を
勝か

ち
取と

り
、
初し

ょ

代だ
い

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うに

就し
ゅ
う

任に
ん

し
た
が
２
期き

で
後こ

う

進し
ん

に
道み

ち

を
譲ゆ

ず

っ
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
の
姿し

勢せ
い

に
見み

ら
れ
る
よ
う
に
、
私し

心し
ん

な
く
、
た
だ
公こ

う

共き
ょ
うの
為た

め

に
尽つ

く
す
事こ

と

こ
そ
、
堯

ぎ
ょ
う

舜し
ゅ
ん

孔こ
う

子し

の
道み

ち

だ
と
小

し
ょ
う

楠な
ん

は
考か

ん
が
え
た
。

　

し
か
し
、
西せ

い

洋よ
う

の
学が

く

問も
ん

は
「
事じ

業ぎ
ょ
うの
学が

く

で
あ
っ
て
心し

ん

徳と
く

の
学が

く

で
は
な
い
」
か
ら
、
事じ

業ぎ
ょ
うは
ど
ん
ど
ん
開ひ

ら

け
る
が
、
私し

欲よ
く

に
駆か

ら
れ
て
他た

国こ
く

を
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

化か

し
、
戦せ

ん

争そ
う

ば
か
り
や
っ
て
い
る
。
そ

う
い
う
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

で
の
我わ

が
国く

に

の
進す

す

む
べ
き
道み

ち

に
関か

ん

し
て
、
小

し
ょ
う

楠な
ん

は
次つ

ぎ

の
よ
う
に
語か

た

っ
た
と
伝つ

た

え
ら
れ
て
い
る
。

　

先ま

づ
米べ

い

国こ
く

と
交こ

う

親し
ん

す
る
よ
り
始は

じ

む
べ
し
。
若も

し
我わ

れ

を
用も

ち

ゐ

る
者も

の

あ
ら
ば
、
先ま

づ
米べ

い

国こ
く

に
至い

た

り
誠せ

い

信し
ん

を
投と

う

じ
て
大お

お
いに
協

き
ょ
う

議ぎ

し
、
以も

っ

て
財ざ

い

政せ
い

の
運う

ん

用よ
う

・
殖

し
ょ
く

産さ
ん

交こ
う

易え
き

振し
ん

興こ
う

す
る
所と

こ
ろあ
る
可べ

し
。

殊こ
と

に
米べ

い

国こ
く

の
開か

い

祖そ

華わ

盛し
ん

頓と
ん

な
る
者も

の

は
常つ

ね

に
世せ

界か
い

の
戦せ

ん

争そ
う

を
止や

む
る
を
以も

っ

て
志

こ
こ
ろ
ざ
しと
為な

す
。
今い

ま

各か
っ

国こ
く

戦せ
ん

争そ
う

の
惨さ

ん

憺た
ん

実じ
つ

に
生せ

い

民み
ん

の
不ふ

幸こ
う

之こ
れ

を
聞き

く
に
忍し

の

び
ず
。
故ゆ

え

に
米べ

い

国こ
く

と
協

き
ょ
う

議ぎ

し
て
、
以も

っ

て
戦せ

ん

争そ
う

の
害が

い

を
除の

ぞ

く
可べ

き
な
り
。（
元も

と

田だ

永な
が

孚ざ
ね

『
還か

ん

暦れ
き

之の

記き

』）

［
１
，　
６
７
７
］

（
拙せ

つ

訳や
く

）
ま
ず
米べ

い

国こ
く

と
の
友ゆ

う

好こ
う

か
ら
始は

じ

め
る
べ
き
だ
。
も
し
私

わ
た
し

を
用も

ち

い
る
人ひ

と

が
い
れ
ば
、
ま
ず
米べ

い

国こ
く

に
行い

っ
て
、
誠せ

い

意い

あ
る
協

き
ょ
う

議ぎ

を
大お

お

い
に
し
て
、
金き

ん

融ゆ
う

や
産さ

ん

業ぎ
ょ
う、
貿ぼ

う

易え
き

の
振し

ん

興こ
う

を
図は

か

る
。

特と
く

に
米べ

い

国こ
く

独ど
く

立り
つ

の
英え

い

雄ゆ
う

ワ
シ
ン
ト
ン
は
常つ

ね

に
世せ

界か
い

の
戦せ

ん

争そ
う

を
止や

め
る
こ
と
を
志

こ
こ
ろ
ざ
しと
し
て
い
た
。
今い

ま

、
各か

っ

国こ
く

の
戦せ

ん

争そ
う

の
災さ

い

禍か

、

人じ
ん

民み
ん

の
不ふ

幸こ
う

は
聞き

く
に
忍し

の

び
な
い
ほ
ど
だ
。
そ
れ
ゆ
え
に
米べ

い

国こ
く

と
協

き
ょ
う

議ぎ

し
て
、
も
っ
て
戦せ

ん

争そ
う

の
害が

い

を
除の

ぞ

く
べ
き
で
あ
る
。

　

あ
た
か
も
、
今こ

ん

日に
ち

の
日に

ち

米べ
い

同ど
う

盟め
い

が
世せ

界か
い

の
平へ

い

和わ

を
守ま

も

る
公こ

う

共き
ょ
う

財ざ
い

と
ま
で
言い

わ
れ
て
い
る
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うを
予よ

見け
ん

し
て
い
た
か
の
よ

う
だ
。「
大た

い

義ぎ

」
と
は
、
世せ

界か
い

の
平へ

い

和わ

と
人じ

ん

民み
ん

の
幸こ

う

福ふ
く

を
護ま

も

る

こ
と
で
あ
り
、「
富ふ

国こ
く

強き
ょ
う

兵へ
い

」
は
そ
の
た
め
の
手し

ゅ

段だ
ん

だ
と
言い

う

の
で
あ
る
。
い
か
に
独ど

く

立り
つ

を
護ま

も

る
か
で
汲

き
ゅ
う

々き
ゅ
うと
し
て
い
た
当と

う

時じ

の
日に

本ほ
ん

で
、
小

し
ょ
う

楠な
ん

は
世せ

界か
い

平へ
い

和わ

と
人じ

ん

類る
い

の
福ふ

く

祉し

ま
で
考か

ん
が
え
て
い

た
。

　
こ
れ
が
海か

い

舟し
ゅ
うを
し
て
「
思し

想そ
う

の
高た

か

調ち
ょ
う

子し

な
事こ

と

は
、
お
れ
な

ど
は
、
と
て
も
梯は

し

子ご

を
掛か

け
て
も
、
及お

よ

ば
ぬ
」
と
言い

わ
し
め

た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
小

し
ょ
う

楠な
ん

は
大た

い

言げ
ん

壮そ
う

語ご

を
吐は

く
口く

ち

先さ
き

だ
け
の
人じ

ん

物ぶ
つ

で

は
な
か
っ
た
。
福ふ

く

井い

藩は
ん

に
「
賓ひ

ん

師し

」
と
し
て
招ま

ね

か
れ
て
、
ま
ず

勧す
す

め
た
の
が
殖

し
ょ
く

産さ
ん

興こ
う

業ぎ
ょ
うに
よ
る
「
富ふ

国こ
く

」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま

で
の
藩は

ん

政せ
い

改か
い

革か
く

が
倹け

ん

約や
く

一い
っ

辺ぺ
ん

倒と
う

だ
っ
た
の
を
、
小

し
ょ
う

楠な
ん

は
「
そ
れ

は
間ま

違ち
が

い
だ
。
倹け

ん

約や
く

し
て
余あ

ま

ら
せ
た
金か

ね

は
、
新あ

た
ら
し
い
製せ

い

品ひ
ん

の

開か
い

発は
つ

や
、
貿ぼ

う

易え
き

に
注そ

そ

ぎ
込こ

む
べ
き
だ
」
と
指し

導ど
う

し
た
。

　
さ
ら
に
、
足た

り
な
い
資し

金き
ん

は
藩は

ん

札さ
つ

を
発は

っ

行こ
う

し
て
補お

ぎ
な
う
べ
し
と

し
た
。
し
か
し
、
藩は

ん

札さ
つ

は
い
つ
紙か

み

切き

れ
に
な
る
や
も
知し

れ
な
い
、

と
商

し
ょ
う

人に
ん

や
農の

う

民み
ん

は
警け

い

戒か
い

す
る
。
小

し
ょ
う

楠な
ん

は
藩は

ん

の
責せ

き

任に
ん

者し
ゃ

・
三み

つ

岡お
か

八は
ち

郎ろ
う

（
後あ

と

の
由ゆ

利り

公き
み

正ま
さ

）
に
「
要よ

う

求き
ゅ
うが
あ
っ
た
ら
、
必か

な
ら
ず
藩は

ん

札さ
つ

を
正せ

い

貨か

（
小こ

判ば
ん

な
ど
）
に
還か

え

る
と
約や

く

束そ
く

し
な
さ
い
」
と
指し

示じ

し
た
。

　
「
い
き
な
り
そ
う
い
う
約や

く

束そ
く

は
で
き
ま
せ
ん
。
正せ

い

貨か

が
乏と

ぼ

し

か
っ
た
ら
、
元も

と

も
子こ

も
な
く
な
り
ま
す
」
と
渋し

ぶ

る
三み

つ

岡お
か

に
、
小

し
ょ
う

楠な
ん

は
言い

い
切き

っ
た
。「
そ
れ
は
私し

欲よ
く

だ
。
公こ

う

欲よ
く

に
立た

っ
て
殖

し
ょ
く

産さ
ん

・

貿ぼ
う

易え
き

を
行お

こ
な
う
の
な
ら
、
生せ

い

産さ
ん

者し
ゃ

に
そ
う
い
う
約や

く

束そ
く

を
す
る
の

が
徳と

く

で
し
ょ
う
」　

三み
つ

岡お
か

は
「
な
る
ほ
ど
」
と
思お

も

っ
て
、
こ
の

約や
く

束そ
く

を
も
っ
て
、
村む

ら

や
町ま

ち

に
説せ

っ

得と
く

し
て
回ま

わ

っ
た
。

　
こ
う
し
て
越え

ち

前ぜ
ん

藩は
ん

は
安あ

ん

政せ
い

６
（
１
８
５
９
）
年ね

ん

に
物ぶ

っ

産さ
ん

商
し
ょ
う

会か
い

所じ
ょ

を
設も

う

け
、
藩は

ん

の
産さ

ん

物ぶ
つ

の
外が

い

国こ
く

や
他た

藩は
ん

へ
の
販は

ん

売ば
い

を
拡か

く

大だ
い

さ

せ
た
。
特と

く

に
小

し
ょ
う

楠な
ん

の
「
外が

い

国こ
く

に
売う

り
出だ

す
の
に
は
、
生き

糸い
と

が
い

い
と
思お

も

い
ま
す
よ
」
と
の
意い

見け
ん

を
受う

け
て
、
三み

つ

岡お
か

八は
ち

郎ろ
う

は
農の

う

村そ
ん

を
回ま

わ

っ
て
、
桑く

わ

を
植う

え
さ
せ
、
養よ

う

蚕さ
ん

を
盛さ

か

ん
に
し
た
。

　

オ
ラ
ン
ダ
商

し
ょ
う

館か
ん

と
の
貿ぼ

う

易え
き

額が
く

は
、初し

ょ

年ね
ん

度ど

が
約や

く

百ひ
ゃ
く

万ま
ん

両り
ょ
うだ
っ

た
の
が
、
生き

糸い
と

な
ど
が
よ
く
伸の

び
て
、
三さ

ん

年ね
ん

後ご

に
は
３
百

び
ゃ
く

万ま
ん

両り
ょ
うに
達た

っ

し
た
。
そ
の
間か

ん

、
商

し
ょ
う

人に
ん

や
農の

う

民み
ん

か
ら
要よ

う

求き
ゅ
うが
あ
れ
ば

藩は
ん

札さ
つ

を
正せ

い

貨か

に
換か

え
た
。
そ
れ
で
も
藩は

ん

の
金か

な

倉く
ら

に
は
い
つ
も

５
０
万ま

ん

両り
ょ
うほ
ど
の
正せ

い

貨か

が
唸う

な

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
横よ

こ

井い

先せ
ん

生せ
い

は
、
口く

舌ぜ
つ

の
徒と

で
は
な
い
。
そ
の
説と

か
れ
る
お

教お
し

え
は
高こ

う

邁ま
い

だ
が
、さ
す
が
実じ

つ

学が
く

を
旨む

ね

と
さ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、

藩は
ん

を
富と

ま
す
術す

べ

に
も
長た

け
て
お
い
で
だ
」。
福ふ

く

井い

藩は
ん

に
お
け
る

小し
ょ
う

楠な
ん

の
声せ

い

望ぼ
う

は
一い

っ

気き

に
確か

く

立り
つ

さ
れ
た
。

　
「
実じ

つ

学が
く

を
旨む

ね

と
す
る
」
と
は
小

し
ょ
う

楠な
ん

の
学が

く

問も
ん

の
核か

く

心し
ん

で
あ
っ
た
。

小し
ょ
う

楠な
ん

は
福ふ

く

井い

の
有ゆ

う

識し
き

者し
ゃ

か
ら
学が

っ

校こ
う

の
制せ

い

度ど

の
在あ

り
方か

た

に
つ
い

て
質し

つ

問も
ん

さ
れ
る
と
、『
学が

っ

校こ
う

問も
ん

答ど
う

書し
ょ

』
を
書か

い
て
答こ

た

え
た
。

　

そ
の
大た

い

要よ
う

は
「
各か

く

藩は
ん

は
競き

そ

っ
て
学が

っ

校こ
う

を
創そ

う

立り
つ

し
た
が

章し
ょ
う

句く

・
文も

字じ

を
学ま

な

ぶ
だ
け
の
読ど

く

書し
ょ

所じ
ょ

に
成な

り
下さ

が

り
、
経け

い

世せ
い

済さ
い

民み
ん

（
世よ

を
治お

さ

め
、
民た

み

の
苦く

る

し
み
を
救す

く

う
）
の

理り

想そ
う

に
燃も

え
る
人じ

ん

材ざ
い

を
育そ

だ

て
る
よ
う
な
学が

っ

校こ
う

に
な
っ
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
学が

く

問も
ん

と
政せ

い

事じ

を
一い

っ

致ち

さ
せ
、
経け

い

世せ
い

済さ
い

民み
ん

の
志

こ
こ
ろ
ざ
し

を
持も

つ
人じ

ん

材ざ
い

を
育い

く

成せ
い

す
る
よ
う
な
学が

っ

校こ
う

を
創そ

う

立り
つ

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
こ
れ
に
共

き
ょ
う

鳴め
い

し
た
福ふ

く

井い

藩は
ん

主し
ゅ

・
松ま

つ

平だ
い
ら

春し
ゅ
ん

嶽が
く

は
、
安あ

ん

政せ
い

２

（
１
８
５
５
）
年ね

ん

に
学が

く

政せ
い

一い
っ

致ち

を
目め

指ざ

す
藩は

ん

校こ
う

・
明め

い

道ど
う

館か
ん

を

創そ
う

立り
つ

し
、
小

し
ょ
う

楠な
ん

を
賓ひ

ん

師し

と
し
て
招ま

ね

く
こ
と
を
決け

つ

意い

し
た
の
で
あ

る
。

　
「
実じ

つ

学が
く

」
を
唱と

な

え
る
小

し
ょ
う

楠な
ん

は
、
熊く

ま

本も
と

藩は
ん

校こ
う

・
時じ

習し
ゅ
う

館か
ん

で
教お

し

え
て
い
る
朱し

ゅ

子し

学が
く

を
批ひ

判は
ん

し
て
い
た
。
そ
し
て
藩は

ん

校こ
う

に
入は

い

れ
な

い
下か

級き
ゅ
う

武ぶ

士し

や
農の

う

民み
ん

ま
で
、
自み

ず
か
ら
の
門も

ん

人じ
ん

と
し
て
い
た
。
小

し
ょ
う

楠な
ん

の
こ
う
し
た
姿し

勢せ
い

が
熊く

ま

本も
と

藩は
ん

内な
い

で
は
疎う

と

ま
れ
た
。
日に

本ほ
ん

中
じ
ゅ
う

で
こ
れ
ほ
ど
評

ひ
ょ
う

価か

さ
れ
た
小

し
ょ
う

楠な
ん

が
、
自じ

藩は
ん

で
は
活か

つ

躍や
く

の
場ば

を
見み

い
だ
せ
な
か
っ
た
の
は
、
こ
れ
が
一い

ち

因い
ん

で
あ
っ
た
。

　

上
じ
ょ
う

述じ
ゅ
つの
殖

し
ょ
く

産さ
ん

振し
ん

興こ
う

も
小

し
ょ
う

楠な
ん

の
実じ

つ

学が
く

を
基き

礎そ

と
し
て
い
た
。

小し
ょ
う

楠な
ん

は
著ち

ょ

書し
ょ

『
国こ

く

是ぜ

三さ
ん

論ろ
ん

』
の
中な

か

で
「
外が

い

国こ
く

を
相あ

い

手て

と
し
信し

ん

義ぎ

を
守ま

も

っ
て
貿ぼ

う

易え
き

を
し
、
利り

益え
き

を
あ
げ
て
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
うを
確か

く

実じ
つ

に
す
れ

ば
、主し

ゅ

君く
ん

は
仁じ

ん

政せ
い

を
施ほ

ど
こ
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
て
い
る
。

「
富ふ

国こ
く

」
の
目も

く

的て
き

は
、
主し

ゅ

君く
ん

が
仁じ

ん

政せ
い

を
施ほ

ど
こ
す
た
め
の
財ざ

い

源げ
ん

確か
く

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもら
い、少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

っても
らえるよう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や
日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や
孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介してください。            　
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

（３） ２０１９年第５３４２号 	１０月	 ５日	（土曜日）

保ほ

だ
っ
た
。

　
「
仁じ

ん

政せ
い

」
と
い
う
観か

ん

点て
ん

か
ら
見み

れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
は
民み

ん

意い

に

基も
と

づ
く
政せ

い

体た
い

（
議ぎ

会か
い

制せ
い

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

）
を
と
っ
て
、
民み

ん

衆し
ゅ
うの
求も

と

め
る
政せ

い

策さ
く

を
実じ

っ

施し

し
、
ま
た
西せ

い

洋よ
う

の
多お

お

く
の
国く

に

々ぐ
に

は
、
学が

っ

校こ
う

や
病

び
ょ
う

院い
ん

、
幼よ

う

児じ

院い
ん

な
ど
を
設も

う

け
て
い
る
。
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

化か

と
い
う

外が
い

政せ
い

は
別べ

つ

に
す
れ
ば
、
内な

い

政せ
い

に
つ
い
て
は
堯

ぎ
ょ
う

舜し
ゅ
んの
よ
う
な
徳と

く

政せ
い

を
行

お
こ
な
っ
て
い
る
と
、
小

し
ょ
う

楠な
ん

は
見み

た
。

　
こ
れ
に
比く

ら

べ
て
徳と

く

川が
わ

幕ば
く

府ふ

は
、
幕ば

く

府ふ

の
安あ

ん

泰た
い

の
た
め
に
諸し

ょ

大だ
い

名み
ょ
うに
参さ

ん

勤き
ん

交こ
う

代た
い

を
強し

い
て
各か

く

藩は
ん

の
民み

ん

衆し
ゅ
うに
負ふ

担た
ん

を
か
け
、
ま

た
鎖さ

国こ
く

を
固こ

守し
ゅ

し
て
、
貿ぼ

う

易え
き

の
利り

で
国く

に

を
富と

ま
す
道み

ち

を
閉と

ざ

し
て
い
る
。
こ
れ
は
私し

欲よ
く

の
政せ

い

治じ

で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
考か

ん
が
え
か
ら
、
大た

い

政せ
い

奉ほ
う

還か
ん

と
中

ち
ゅ
う

央お
う

政せ
い

府ふ

の
樹じ

ゅ

立り
つ

、

四し

民み
ん

平び
ょ
う

等ど
う

、
殖

し
ょ
く

産さ
ん

興こ
う

業ぎ
ょ
う、
五ご

箇か

条じ
ょ
うの
御ご

誓せ
い

文も
ん

で
「
万ば

ん

機き

公こ
う

論ろ
ん

に
決け

っ

す
べ
し
」
と
定さ

だ

め
た
議ぎ

会か
い

制せ
い

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

、
外が

い

国こ
く

と
の

信し
ん

義ぎ

あ
る
外が

い

交こ
う

と
交こ

う

易え
き

、
と
い
う
明め

い

治じ

日に

本ほ
ん

の
基き

本ほ
ん

路ろ

線せ
ん

を

小し
ょ
う

楠な
ん

は
描え

が

い
た
。

　

小
し
ょ
う

楠な
ん

は
日に

本ほ
ん

を
「
有ゆ

う

道ど
う

」
の
国く

に

と
し
、
富ふ

強き
ょ
うか
つ
有ゆ

う

道ど
う

の

国く
に

に
な
っ
て
こ
そ
、
国こ

く

際さ
い

政せ
い

治じ

に
お
い
て
も
道み

ち

を
示し

め

せ
る
、
と

考か
ん
がえ
た
。
名め

い

君く
ん

・
春

し
ゅ
ん

嶽が
く

公こ
う

率ひ
き

い
る
福ふ

く

井い

藩は
ん

は
、
こ
れ
を
国こ

く

内な
い

で
実じ

っ

証し
ょ
うす
る
場ば

で
あ
っ
た
。

　

小
し
ょ
う

楠な
ん

は
さ
ら
に
「
日に

本ほ
ん

だ
け
が
仁じ

ん

と
徳と

く

に
よ
っ
て
世せ

界か
い

を
導

み
ち
び

け
る
」
と
ま
で
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
て
い
た
［
２
，　
３
６
０
０
］。

　
よ
う
や
く
鎖さ

国こ
く

か
ら
抜ぬ

け
出だ

そ
う
と
し
て
い
た
幕ば

く

末ま
つ

で
、
ど

こ
か
ら
こ
ん
な
自じ

信し
ん

を
得え

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
？ 

　

そ
の
鍵か

ぎ

は
「
小

し
ょ
う

楠な
ん

」
と
い
う
号ご

う

に
あ
る
。

　

坂さ
か

本も
と

龍り
ょ
う

馬ま

が
江え

戸ど

の
千ち

葉ば

道ど
う

場じ
ょ
うで
剣け

ん

術じ
ゅ
つを
学ま

な

ん
で
い
た
頃こ

ろ

、

「
小

し
ょ
う

楠な
ん

は
天て

ん

皇の
う

に
対た

い

す
る
不ふ

忠ち
ゅ
うの
臣し

ん

」
と
聞き

い
て
叩た

た

っ
切き

ろ
う

と
、
そ
の
屋や

敷し
き

を
訪お

と
ずれ
た
。
龍

り
ょ
う

馬ま

に
小

し
ょ
う

楠な
ん

は
こ
う
言い

っ
た
。

　
私わ

た
しの
号ご

う

は
小

し
ょ
う

楠な
ん

だ
。
小

し
ょ
う

楠な
ん

と
い
う
の
は
小ち

い

さ
な
楠な

ん

公こ
う

と
い
う

意い

味み

だ
。
私わ

た
しは
楠

く
す
の

木き

正ま
さ

成し
げ

公こ
う

を
心こ

こ
ろの
底そ

こ

か
ら
崇す

う

拝は
い

し
て
い
る
。

そ
の
私わ

た
しが
何な

ん

で
不ふ

忠ち
ゅ
うの
臣し

ん

な
の
か
？
［
２
，　
２
７
６
７
］

　

楠
く
す
の

木き

正ま
さ

成し
げ

は
、
鎌か

ま

倉く
ら

幕ば
く

府ふ

の
下も

と

で
乱み

だ

れ
た
世よ

を
糺た

だ

し
て
民た

み　

を
救す

く

お
う
と
さ
れ
た
後ご

醍だ
い

醐ご

天て
ん

皇の
う

に
誠せ

い

忠ち
ゅ
うを
尽つ

く
し
た［
Ｂ
］。

　

尊そ
ん

皇の
う

と
は
、
民た

み

の
安あ

ん

寧ね
い

を
願ね

が

わ
れ
る
皇こ

う

室し
つ

の
祈い

の

り
の
実じ

つ

現げ
ん

に
力ち

か
ら
を
合あ

わ
せ
よ
う
と
す
る
姿し

勢せ
い

で
あ
っ
た
。
堯

ぎ
ょ
う

舜し
ゅ
ん

孔こ
う

子し

の

道み
ち

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

で
は
雲う

ん

散さ
ん

霧む

消し
ょ
うし
て
し
ま
っ
た
が
、
我わ

が
国く

に

に
お
い

て
は
皇こ

う

室し
つ

の
祈い

の

り
に
よ
っ
て
継け

い

承し
ょ
うさ
れ
て
い
る
。

　

小
し
ょ
う

楠な
ん

は
由ゆ

利り

公き
み

正ま
さ

に
こ
う
語か

た

っ
た
。

　
我わ

が
国く

に

に
世せ

界か
い

無む

比ひ

の
幸こ

う

福ふ
く

が
あ
る
。
皇こ

う

統と
う

の
一い

っ

系け
い

が
こ
れ

で
あ
る
。・
・
・

　
た
だ
君く

ん

徳と
く

を
輔ほ

翼よ
く

仕つ
か
ま
つり
条

じ
ょ
う

理り

の
あ
る
と
こ
ろ
に
任に

ん

ず
れ
ば
、

開か
い

明め
い

無む

比ひ

の
域い

き

に
達た

つ

せ
ん
こ
と
は
、あ
え
て
疑う

た
がい
を
容い

れ
な
い
。

［
１
，　
１
８
４
１
］

　

民た
み

の
安あ

ん

寧ね
い

を
祈い

の

ら
れ
て
い
る
万ば

ん

世せ
い

一い
っ

系け
い

の
皇こ

う

室し
つ

を
戴い

た
だ
く
こ
と

は
「
世せ

界か
い

無む

比ひ

の
幸こ

う

福ふ
く

」
で
あ
り
、
そ
の
君く

ん

徳と
く

が
実じ

つ

現げ
ん

さ
れ

１
．「
横よ

こ

井い

の
思し

想そ
う

を
、

         

西さ
い

郷ご
う

の
手て

で
行お

こ
な

は
れ
た
ら
」

２
．「
な
ん
ぞ
富ふ

国こ
く

に
止と

ど

ま
ら
ん   

          

な
ん
ぞ
強き

ょ
う

兵へ
い

に
止と

ど

ま
ら
ん
」

４
．「
横よ

こ

井い

先せ
ん

生せ
い

は
、

          

口く

舌ぜ
つ

の
徒と

で
は
な
い
」

６
．
小し

ょ
う

楠な
ん

の
目め

指ざ

し
た

        「
有ゆ

う

道ど
う

」
の
国く

に

る
よ
う
輔ほ

翼よ
く

し
て
、
道ど

う

理り

を
知し

っ
た
人に

ん

間げ
ん

を
任に

ん

ず
れ
ば
、
世せ

界か
い

で
も
比く

ら

べ
る
も
の
の
な
い
「
有ゆ

う

道ど
う

」
の
国く

に

に
な
る
こ
と
が
で

き
る
、
と
い
う
意い

味み

だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
天て

ん

皇の
う

が
人ひ

と

の
良

り
ょ
う

心し
ん

に
基も

と

づ
く
政せ

い

治じ

を
さ
れ
れ
ば
、

人じ
ん

心し
ん

は
自し

然ぜ
ん

に
正

し
ょ
う

路ろ

に
帰き

し
て
大だ

い

道ど
う

が
明あ

き

ら
か
に
な
る
。
こ
れ

は
実じ

つ

に
日に

本ほ
ん

の
幸さ

い
わい
の
み
な
ら
ず
「
世せ

界か
い

の
大だ

い

幸こ
う

と
な
る
で
あ

ろ
う
」、
と
も
書か

い
て
い
る
。［
１
，　

１
９
１
５
］

　

明め
い

治じ

２
（
１
８
６
９
）
年ね

ん

の
小

し
ょ
う

楠な
ん

の
死し

か
ら
ち
ょ
う
ど

５
０
年ね

ん

後ご

の
１
９
１
９
（
大た

い

正し
ょ
う８
）
年ね

ん

、
第だ

い

一い
ち

次じ

大た
い

戦せ
ん

後ご

の
パ
リ
講こ

う

和わ

会か
い

議ぎ

で
国こ

く

際さ
い

連れ
ん

盟め
い

の
創そ

う

設せ
つ

が
議ぎ

論ろ
ん

さ
れ
て
い
た
。

翌よ
く

年と
し

に
設せ

つ

立り
つ

さ
れ
た
国こ

く

際さ
い

連れ
ん

盟め
い

で
は
、
我わ

が
国く

に

は
常

じ
ょ
う

任に
ん

理り

事じ

国こ
く

４
カ
国こ

く

の
一ひ

と
つ
と
な
り
、『
武ぶ

士し

道ど
う

』
の
著ち

ょ

者し
ゃ

と
し
て
国こ

く

際さ
い

的て
き

に
名な

高だ
か

い
新に

渡と

戸べ

稲い
な

造ぞ
う

が
事じ

務む

次じ

長ち
ょ
うの
一ひ

と

人り

と
な
っ
た
。
小

し
ょ
う

楠な
ん

の
予よ

言げ
ん

は
わ
ず
か
半は

ん

世せ
い

紀き

後ご

に
実じ

つ

現げ
ん

し
て
、
我わ

が
国く

に

は
世せ

界か
い

を
リ
ー
ド
す
る
立た

ち

場ば

に
つ
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
パ
リ
講こ

う

和わ

会か
い

議ぎ

で
、
我わ

が
国く

に

が
国こ

く

際さ
い

連れ
ん

盟め
い

の
規き

約や
く

に

入い

れ
る
よ
う
提て

い

案あ
ん

し
た
の
が
人じ

ん

種し
ゅ

平び
ょ
う

等ど
う

条じ
ょ
う

項こ
う

だ
っ
た
。
白は

く

人じ
ん

諸し
ょ

国こ
く

が
、
黒こ

く

人じ
ん

を
奴ど

隷れ
い

と
し
た
り
、
黄お

う

色し
ょ
く

人じ
ん

種し
ゅ

国こ
っ

家か

を
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

と
し
て
搾さ

く

取し
ゅ

し
て
い
る
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

に
一い

っ

石せ
き

を
投と

う

じ
た
の
で
あ

る
［
Ｃ
］。
ま
さ
に
小

し
ょ
う

楠な
ん

の
「
大た

い

義ぎ

を
四し

海か
い

に
布し

か
ん
の
み
」

の
実じ

っ

践せ
ん

だ
っ
た
。

　

日に

本ほ
ん

提て
い

案あ
ん

は
１
６
カ
国こ

く

中ち
ゅ
う１
１
カ
国こ

く

の
賛さ

ん

成せ
い

を
得え

た
が
、

議ぎ

長ち
ょ
うの
ウ
ィ
ル
ソ
ン
米べ

い

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うの
「
全ぜ

ん

会か
い

一い
っ

致ち

の
賛さ

ん

成せ
い

で
は
な

い
」
と
い
う
詭き

弁べ
ん

で
退し

り
ぞ
け
ら
れ
た
。
そ
の
後ご

の
大だ

い

東と
う

亜あ

戦せ
ん

争そ
う

で

日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

が
ア
ジ
ア
か
ら
欧お

う

米べ
い

勢せ
い

力り
ょ
くを
駆く

逐ち
く

し
た
事こ

と

に
自じ

信し
ん

を

得え

た
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
諸し

ょ

国こ
く

が
、
戦せ

ん

後ご

、
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
独ど

く

立り
つ

を

果は

た
し
た
。
我わ

が
国く

に

は
悲ひ

惨さ
ん

な
敗は

い

戦せ
ん

を
蒙

こ
う
む
っ
た
が
、
人じ

ん

種し
ゅ

平
び
ょ
う

等ど
う

と
い
う
四し

海か
い

の
大た

い

義ぎ

は
進し

ん

展て
ん

し
た
。

　

し
か
し
、
現げ

ん

在ざ
い

で
は
再ふ

た
た
び
「
無む

道ど
う

の
国く

に

」
が
世せ

界か
い

の
あ
ち

像ぞ
う

と
し
て
、
長な

が

く
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
心こ

こ
ろに
生い

き
つ
づ
け
た
。

h
ttp://w

w
w

2
s.biglobe.n

e.jp/n
ippon

/jog-
bd_h1

4
/jog2

6
4

.htm
l

Ｃ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
０
５
３
）　

人じ
ん

種し
ゅ

平び
ょ
う

等ど
う

へ
の
戦た

た
かい

　

虐
ぎ
ゃ
く

待た
い

を
こ
う
む
っ
て
い
る
有ゆ

う

色し
ょ
く

人じ
ん

種し
ゅ

の
な
か
で
た
だ
一い

っ

国こ
く

だ
け
が
発は

つ

言げ
ん

に
耳み

み

を
傾か

た
む
け
さ
せ
る
に
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

な
実じ

つ

力り
ょ
くを
持も

っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
日に

本ほ
ん

で
あ
る
。

h
ttp://w

w
w

2
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bd_h1

0
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■
参さ

ん

考こ
う

■
（
お
勧す

す

め
度た

び

、
★
★
★
★
：
必ひ

つ

読ど
く

～
★
：
専せ

ん

門も
ん

家か

向む

け
）

１
．　

徳と
く

永な
が

洋ひ
ろ
し『
横よ

こ

井い

小し
ょ
う

楠な
ん

─
維い

新し
ん

の
青あ

お

写じ
ゃ

真し
ん

を
描え

が

い
た
男お

と
こ』

（
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｅ
版は

ん

）
★
★
★
、
新し

ん

潮ち
ょ
う

新し
ん

書し
ょ

、
Ｈ
１
７

h
ttp
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/

w
w

w
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m
a

z
o
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o
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/
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３
．「
今い

ま

各か
っ

国こ
く

戦せ
ん

争そ
う

の
惨さ

ん

憺た
ん 

         

実じ
つ

に
生せ

い

民み
ん

の
不ふ

幸こ
う

         

之こ
れ

を
聞き

く
に
忍し

の

び
ず
」

５
．「
実じ

つ

学が
く

を
旨む

ね

と
す
る
」

７
．「
日に

本ほ
ん

だ
け
が

         

仁じ
ん

と
徳と

く

に
よ
っ
て

         

世せ

界か
い

を
導み

ち
び

け
る
」

８
．「
大た

い

義ぎ

を
四し

海か
い

に
布し

か
ん
の
み
」

２
．　

童ど
う

門も
ん

冬と
う

二じ

『
慶よ

し

喜の
ぶ

を
動う

ご

か
し
た
男

お
と
こ

─
小

し
ょ
う

説せ
つ　

知ち

の
巨き

ょ

人じ
ん

・
横よ

こ

井い

小し
ょ
う

楠な
ん

』（
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｌ

Ｅ
版は

ん

）
★
★
★
、
祥

し
ょ
う

伝で
ん

社し
ゃ

文ぶ
ん

庫こ

、
Ｈ
１
０

http://w
w

w
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a-
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0
u0

u
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/ja-
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1
-2

2
/

こ
ち
に
台た

い

頭と
う

し
て
、
他た

国こ
く

の
独ど

く

立り
つ

や
自じ

由ゆ
う

を
脅お

び
やか
し
、「
生せ

い

民み
ん

の
不ふ

幸こ
う

之こ
れ

を
聞き

く
に
忍し

の

び
ず
」
と
い
う
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うを
生う

み
出だ

し
て
い
る
。

「
有ゆ

う

道ど
う

の
国く

に

」
が
力ち

か
ら
を
合あ

わ
せ
て
「
大た

い

義ぎ

を
四し

海か
い

に
布し

か
ん
の
み
」
と
い
う
道み

ち

を
共と

も

に
歩あ

ゆ

む
こ
と
が
、今い

ま

ま
た
求も

と

め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．　

Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
１
１
１
８
）　
「
五ご

箇か

条じ
ょ
うの
御ご

誓せ
い

文も
ん

」
～　

国こ
く

難な
ん

突と
っ

破ぱ

と
万ば

ん

民み
ん

保ほ

全ぜ
ん

　

幕ば
く

末ま
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Executivos da Companhia de 
Energia Elétrica de Kansai 
aceitaram dinheiro de autoridades 
e empresas contratadas

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Corrupção (03/10/2019)

A Companhia de Energia 
Elétrica de Kansai admitiu 
que três de seus executivos 
aceitaram dinheiro e pre-
sentes de empresas bem 
como de um ex-vice-pre-
feito da cidade que abriga 
uma de suas usinas nucle-
ares.
Receber dinheiro ou pre-
sentes diretamente de em-

presas que obtiveram con-
tratos junto à companhia 
de energia elétrica apro-
funda acusações de paga-
mento de propina.
Em uma coletiva de im-
prensa na quarta-feira, 
funcionários da companhia 
deram detalhes das tran-
sações indevidas com Eiji 
Moriyama, um falecido 

vice-prefeito da cidade de 
Takahama, na província de 
Fukui.
Eles disseram que 20 exe-
cutivos aceitaram dinheiro 
e presentes no montante de 
quase 3 milhões de dólares 
de Moriyama.
A empresa disse que três 
dos executivos também 
receberam dinheiro e pre-

sentes de empresas con-
tratadas. Moriyama era 
consultor de uma das em-
presas, uma construtora.
A Companhia de Energia 
Elétrica de Kansai efetuou 
contratos e subcontratos no 
valor de quase 60 milhões 
de dólares com essa cons-
trutora nos últimos cinco 
anos.

Premiê japonês condena lançamento 
de mísseis pela Coreia do Norte

Mísseis pela Coreia do Norte (02/10/2019)

O premiê japonês Shinzo 
Abe afirmou que o Japão 
condena veementemente 
o lançamento de mísseis 
balísticos feito pela Coreia 
do Norte.
Abe falou a jornalistas 
nesta quarta-feira de ma-

nhã que o Japão protesta 
firmemente e condena os 
lançamentos, que violam 
resoluções do Conselho 
de Segurança das Nações 
Unidas. Abe disse que o 
governo vai trabalhar com 
os Estados Unidos e com a 

Tempestade Mitag traz fortes 
chuvas para região oeste do Japão

Corte japonesa decide que 
deportação de ativista em defesa 
de golfinhos é ilegal

Tempestade Mitag  (03/10/2019)

Defesa de golfinhos  (04/10/2019)

A tempestade tropical 
Mitag está trazendo fortes 
chuvas localizadas prin-
cipalmente para a região 
oeste do Japão. A Agência 
de Meteorologia informou 
que o ar quente e úmido 
fluindo em direção à tem-
pestade está tornando as 
condições atmosféricas 
instáveis.
No momento, Mitag se en-
contra perto da península 
coreana.
Autoridades meteoroló-
gicas dizem que análises 
de radar indicam que as 
cidades de Susaki, Tosa e 
Kochi, na província de Ko-
chi, registraram, cada uma, 
cerca de 120 milímetros 

Uma corte japonesa de-
cidiu que é ilegal negar a 
entrada a um ativista em 
defesa de golfinhos, assim 
como lhe emitir uma or-
dem de deportação. A sen-
tença cancela a deportação 
de Richard O’Barry.
O’Barry chegou ao aero-
porto de Narita, nas pro-
ximidades de Tóquio, em 
2016. Contudo, os funcio-
nários do escritório de imi-
gração negaram a entrada 
de O’Barry no país e lhe 
deu uma ordem de depor-
tação.
O’Barry apareceu no filme 
documentário “The Cove”, 
vencedor do prêmio Oscar. 
O filme critica a captura 
de golfinhos na cidade de 

de chuva em uma hora na 
quinta-feira de manhã.
As autoridades alertam 
para riscos de deslizamen-
tos de terra e inundações 
na província.
Acredita-se que Mitag pos-
sa se tornar um sistema de 
baixa pressão e se deslo-
car sobre o Mar do Japão, 
se aproximando da região 
norte do país na sexta-feira 
ou pouco depois.
Condições atmosféricas 
instáveis devem continu-
ar no lado japonês vol-
tado para o oceano Pa-
cífico, tanto nas regiões 
leste como oeste do país, 
até sexta-feira.

Taiji, na província de Wa-
kayama.
O juiz Hideaki Mori, que 
presidiu o julgamento na 
Corte Distrital de Tóquio, 
deu o veredito na quinta-
feira. Ele disse que a in-
tenção de O’Barry ao tirar 
fotografias das capturas de 
golfinhos e postá-los em 
seu blog não pode ser des-
crita como anormal.
Ele disse, também, que 
não há evidências de que 
O’Barry tinha alguma co-
nexão com o grupo con-
tra a caça de baleias Sea 
Shepherd.
A Agência de Serviços de 
Imigração do Japão disse 
que vai examinar a senten-
ça e agir apropriadamente.

comunidade internacional 
com segurança reforçada, 
para garantir a proteção do 
povo japonês.
Após a declaração, o go-
verno convocou uma reu-
nião do Conselho de Se-
gurança Nacional, com a 

presença do premiê, do 
chanceler Toshimitsu Mo-
tegi e do Ministro da Defe-
sa Taro Kono. Acredita-se 
que eles tenham analisado 
as informações e discutido 
como o Japão vai lidar com 
a situação.

Dois reatores de uma usina nuclear do 
Japão serão desligados para a construção 
de instalações antiterrorismo

Nagano passa a oferecer aconselhamento 
para estrangeiros em 15 idiomas

Museu britânico expõe tesouros culturais do Japão

Japão irá criar leis para o mercado digital

Antiterrorismo (04/10/2019)

Nagano (02/10/2019)

Museu britânico (03/10/2019)

leis (02/10/2019)

A operadora de uma usi-
na nuclear situada no sudo-
este do Japão informou que 
vai suspender as operações 
de dois reatores no próxi-
mo ano, já que não conse-
guirá cumprir o prazo para 
a construção de instalações 
obrigatórias de combate ao 
terrorismo.
A Companhia de Energia 
Elétrica de Kyushu reve-
lou a intenção para a usi-
na Sendai, na província de 
Kagoshima, durante uma 
entrevista coletiva realiza-
da na quinta-feira. Esta é a 
primeira instalação do país 
a anunciar um cronograma 

A província de Nagano, 
na região central do Japão, 
inaugurou um centro de 
aconselhamento para auxi-
liar moradores estrangeiros 
com problemas que enfren-
tam em seu cotidiano. O 
serviço é oferecido em 15 
idiomas.
O Centro de Aconselhamen-
to Multicultural da Provín-
cia de Nagano iniciou suas 

Em Londres, o Museu Bri-
tânico fez uma prévia para a 
imprensa de uma exposição 
de bens culturais de templos 
de Nara, a antiga capital do 
Japão. A província de Nara e 
outros organizadores criaram 
a exposição que terá início 
na quinta-feira, para mostrar 

Um painel de especialistas e 
ministros do governo japonês 
irá realizar sua primeira reu-
nião para discutir a criação de 
regras no mercado digital esta 
semana.

detalhado para a suspensão 
da operação de seus reato-
res para concluir a constru-
ção de instalações antiter-
rorismo.
Segundo a empresa, o rea-
tor número um será desli-
gado em março, e o número 
dois em maio, conforme os 
prazos estabelecidos pelo 
governo para a construção 
de instalações antiterroris-
mo para esses reatores.
A operadora disse que vai 
completar uma sala de 
controle de reserva e ou-
tras instalações enquanto 
os reatores estiverem des-
ligados, acrescentando que 

atividades na terça-feira na 
cidade de Nagano. O centro 
funciona das 10h às 18h, de 
segunda a sexta-feira e no 
primeiro e terceiro sábado, 
fechando na primeira e ter-
ceira quarta-feira do mês.
Utilizando um serviço pri-
vado de interpretes, o cen-
tro oferece aconselhamento 
em 15 idiomas, incluindo 
inglês, chinês, vietnamita, 

a cultura e as tradições do 
Japão, país que vai sediar os 
Jogos Olímpicos e Paralím-
picos em 2020, em Tóquio. 
A exposição fica aberta até o 
dia 24 de novembro.
Estarão expostos 19 objetos 
declarados tesouros nacio-
nais ou importantes proprie-

O encontro ocorre em meio a 
uma concentração de enormes 
volumes de dados por parte de 
grandes empresas de tecnologia 
da informação. Isso dá a elas 
poder de monopólio no merca-

pretende reiniciar as opera-
ções do reator número um 
em dezembro de 2020 e as 
do número dois no mês se-
guinte, ou seja, janeiro de 
2021, caso as instalações 
antiterrorismo passem pela 
inspeção do governo.
Os novos regulamentos do 
governo para usinas nucle-
ares exigem que as usinas 
preparem instalações para 
o caso de atos de terroris-
mo, como no caso de uma 
aeronave ser lançada sobre 
um reator. As exigências 
foram criadas depois do 
acidente nuclear de 2011 
na usina Fukushima 1.

indonésio, espanhol e portu-
guês. O centro informa que 
deseja auxiliar moradores 
estrangeiros em diversos 
problemas, de questões diá-
rias à educação das crianças.
Autoridades provinciais de 
Nagano dizem que o núme-
ro de estrangeiros vivendo 
na província tem aumenta-
do, chegando a 35.500 em 
dezembro de 2018. Eles 

dades culturais do Japão.
O Bodisatva da Compaixão, 
do Templo Horyuji, é uma 
estátua da Deusa Kannon de 
pé, sorrindo de forma gra-
ciosa. É declarada tesouro 
nacional. A estátua, também 
conhecida como “Kannon 
que muda os sonhos”, é atri-

do digital, inclusive no Japão.
O painel planeja criar regras 
para que as empresas não se-
jam capazes de impor custos 
aos clientes de maneira unilate-
ral. Ele também irá discutir for-

Operadores de usinas pre-
cisam construir instala-
ções antiterrorismo num 
período de cinco anos, que 
precisam ser aprovadas por 
inspeções da Autoridade 
Reguladora Nuclear.
Outros reatores em todo o 
Japão podem também ter 
suas operações suspensas, 
já que seus operadores di-
zem que será difícil cum-
prir o prazo. Atualmente, 
nove reatores tiveram suas 
operações reiniciadas sob 
o novo regulamento do Ja-
pão, incluindo os dois que 
voltarão a ser desligados 
na usina Sendai.

afirmam que os estrangeiros 
vêm de uma grande varieda-
de de países.
Naomi Sunohara, chefe do 
centro, disse que a província 
precisa construir comunida-
des onde moradores estran-
geiros possam se sentir se-
guros. Ele disse que deseja 
que estrangeiros abram seu 
coração aos conselheiros e 
falem sobre seus problemas.

buída com a capacidade de 
transformar pesadelos em 
sonhos bons, se as pessoas 
orarem para ela.
Segundo autoridades da pro-
víncia de Nara, a exposição 
inclui itens que nunca ha-
viam sido cedidos a museus 
fora do Japão.

mas de permitir aos usuários da 
tecnologia digital que impeçam 
empresas de usar suas informa-
ções pessoais.
Autoridades governamentais 
afirmam que irão estudar as 
propostas do painel e apresen-
tar projetos de lei ao Parlamen-
to japonês no próximo ano.
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資し

し
て
く
だ

さ
い
！
』
と
頼た

の

ま
れ
て
融ゆ

う

資し

し
た
。
あ
の
時と

き

の
人ひ

と

た
ち
は

日に

本ほ
ん

に
行い

か
ず
に
頑が

ん

張ば

っ
て
い

る
の
か
見み

て
み
よ
う
と
思お

も
っ
て

い
る
」
と
再さ

い

会か
い

が
楽た

の

し
み
な

様よ
う

子す

だ
っ
た
。

　
　
　
　
　

☆

　
シ
ュ
ラ
ス
コ
店て

ん

に
到と

う

着ち
ゃ
くす
る

と
、
皿さ

ら

に
食た

べ
物も

の

を
山や

ま

盛も

り

に
し
て
い
る
元げ

ん

気き

な
藤ふ

じ

川か
わ

修よ
し

子こ

さ
ん
（
９
０
、
岡お

か

山や
ま

県け
ん

）

と
娘

む
す
め

夫ふ
う

婦ふ

の
近ち

か

く
に
座す

わ

っ
た
。

珍め
ず
らし
い
漢か

ん

字じ

の
由ゆ

来ら
い

を
聞き

く

と
、「
私わ

た
し
は
生う

ま
れ
た
頃こ

ろ

病
び
ょ
う

気き

ば
か
り
し
て
い
た
か
ら
漢か

ん

字じ

を
変か

え
ら
れ
た
の
」
と
驚

お
ど
ろ

き
の
返へ

ん

答と
う

が
。

　

藤ふ
じ

川か
わ

さ
ん
は
１
９
３
３
年ね

ん

生う

ま
れ
、
３
歳さ

い

で
渡と

伯は
く

し
た
。

「
病

び
ょ
う

弱じ
ゃ
くだ
っ
た
か
ら
、
祖そ

父ふ

か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
に
行い

く
移い

民み
ん

船せ
ん

で
死し

ぬ
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
心し

ん

配ぱ
い

さ
れ
た
。
だ
か
ら
『
病

び
ょ
う

弱
じ
ゃ
く

な
子こ

は
い
っ
た
ん
死し

ん
だ
も
の

と
し
て
、
生う

ま
れ
変か

わ
ら
せ

よ
う
』
と
し
て
漢か

ん

字じ

を
『
修

し
ゅ
う

身し
ん

』
の
『
修
』
に
変か

え
た
の
」

と
説せ

つ

明め
い

す
る
。

　
「
故ふ

る

郷さ
と

巡め
ぐ

り
で
も
古ふ

る

く
か
ら

参さ
ん

加か

し
て
い
る
方ほ

う

」
と
言い

う
が
、
意い

外が
い

に
も
ア
マ
ゾ
ン
は

初は
じ

め
て
。「
２
０
年ね

ん

前ま
え

の
７
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

の
時と

き

か
ら
、
マ
ナ
ウ
ス

で
ア
マ
ゾ
ナ
ス
劇げ

き

場じ
ょ
うを
見み

た
い

と
思お

も
っ
て
い
た
ん
だ
よ
」
と
長な

が

年ね
ん

ア
マ
ゾ
ン
地ち

域い
き

の
巡

じ
ゅ
ん

訪ぽ
う

を

心こ
こ
ろ

待ま

ち
に
し
て
い
た
と
語か

た

っ

た
。

　

昼
ち
ゅ
う

食し
ょ
く

後ご

は
、
グ
ァ
ジ
ャ
ラ

湾わ
ん

に
面め

ん

す
る
エ
ス
タ
ソ
ン
・

ダ
ス
・
ド
ッ
カ
ス
を
見け

ん

学が
く

し

た
。
こ
こ
は
１
９
世せ

い

紀き

末ま
つ

に

イ
ギ
リ
ス
か
ら
輸ゆ

入に
ゅ
うさ
れ
た

鉄て
っ

骨こ
つ

で
建け

ん

造ぞ
う

さ
れ
て
お
り
、

元も
と

港こ
う

湾わ
ん

倉そ
う

庫こ

郡ぐ
ん

を
改か

い

造ぞ
う

し

た
複ふ

く

合ご
う

商し
ょ
う

業ぎ
ょ
う

娯ご

楽ら
く

施し

設せ
つ

。

２
０
０
０
年ね

ん

に
オ
ー
プ
ン
し

た
観か

ん

光こ
う

名め
い

所し
ょ

だ
と
い
う
。
ガ

イ
ド
か
ら
翌よ

く

日じ
つ

も
う
一い

ち

度ど

訪
お
と
ず

れ
る
と
聞き

き
、
一い

っ

行こ
う

は
ご
当と

う

地ち

名め
い

物ぶ
つ

「
カ
イ
ル
」
の
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
を
食た

べ
な
が
ら

軽か
る

く
施し

設せ
つ

を
見け

ん

学が
く

し
た
。

（
つ
づ
く
、
有あ

り

馬ま

亜あ

季き

子こ

記き

者し
ゃ

）

　

聖せ
い

市し

の
サ
ン
タ
ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

（
石い

し

川か
わ

レ
ナ
ト
理り

事じ

長ち
ょ
う）

は
、
職

し
ょ
く

員い
ん

を
対た

い

象し
ょ
うと
し
た
日に

本ほ
ん

語ご

講こ
う

座ざ

２
期き

生せ
い

の
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う

式し
き

を
、
９
月が

つ

２
５
日に

ち

に
別べ

っ

館か
ん

講こ
う

堂ど
う

で
行

お
こ
な

っ
た
。
今こ

年と
し

２
月が

つ

下げ

旬じ
ゅ
んか
ら
週し

ゅ
う
２
回か

い

、
半は

ん

年と
し

間か
ん

受じ
ゅ

講こ
う

し
た
病

び
ょ
う

棟と
う

職し
ょ
く

員い
ん

や
事じ

務む

員い
ん

、
栄え

い

養よ
う

士し

ら
２
期き

生せ
い

１
７

人に
ん

が
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う。
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
１
４

人に
ん

が
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う

証し
ょ
う

書し
ょ

を
受う

け
取と

っ
た
。

　

こ
の
講こ

う

座ざ

は
「
お
も
て
な

し
」
を
テ
ー
マ
に
、
日に

本ほ
ん

語ご

だ
け
で
な
く
、
日に

本ほ
ん

の
文ぶ

ん

化か

や
日に

本ほ
ん

式し
き

の
応お

う

対た
い

方ほ
う

法ほ
う

も
身み

に
つ
け
て
も
ら
う
た
め
、
同ど

う

病び
ょ
う

院い
ん

が
昨さ

く

年ね
ん

８
月が

つ

か
ら
開か

い

始し

し
た
。
講こ

う

師し

は
『
ブ
ラ
ジ
ル

か
わ
い
い
大た

い

使し

』
で
も
あ
る

松ま
つ

田だ

明あ
け

美み

さ
ん
が
務つ

と

め
る
。

　

卒そ
つ

業ぎ
ょ
う

式し
き

で
は
ま
ず
レ
オ
ネ

ル
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

長ち
ょ
うが
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う

生せ
い

に
祝

し
ゅ
く

辞じ

を
述の

べ
、
続つ

づ

い
て
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う

生せ
い

が
１
人り

ず
つ
名な

前ま
え

、
所し

ょ

属ぞ
く

課か

や
職

し
ょ
く

種し
ゅ

な
ど
の
自じ

己こ

紹し
ょ
う

介か
い

を
日に

本ほ
ん

語ご

で
行お

こ
な
い
、
半は

ん

年と
し

間か
ん

の
勉べ

ん

強き
ょ
うの

成せ
い

果か

を
発は

っ

揮き

し
た
。

　

式し
き

に
は
次じ

期き

受じ
ゅ

講こ
う

生せ
い

も
参さ

ん

加か

し
、
彼か

れ

等ら

へ
の
「
小ち

い

さ
な

お
も
て
な
し
」
と
し
て
折お

り

鶴づ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
時じ

間か
ん

が

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

棋き

院い
ん

（
村む

ら

井い

修お
さ
む

理り

事じ

長ち
ょ
う）
は
囲い

碁ご

の

南な
ん

米べ
い

大た
い

会か
い

「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
囲い

碁ご

コ
ン
グ
レ
ス
」
を
１
０

（
木も

く

）
～
１
３
日に

ち

（
日に

ち

）
の

４
日か

間か
ん

、
聖せ

い

市し

の
同ど

う

棋き

院い
ん

会か
い

館か
ん

（R
. D

r. F
ab

rício 

V
am

p
ré, 1

1
6

 - V
ila 

M
ariana

）
で
開か

い

催さ
い

す
る
。

　

同ど
う

大た
い

会か
い

で
は
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

者し
ゃ

に
よ

る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦せ

ん

、
子こ

ど

も
向む

け
の
大た

い

会か
い

、
男だ

ん

女じ
ょ

ペ
ア

で
の
対た

い

局き
ょ
く、
国く

に

別べ
つ

対た
い

抗こ
う

戦せ
ん

な

ど
が
行お

こ
なわ
れ
る
。

　

韓か
ん

国こ
く

、
米べ

い

国こ
く

、
ポ
ー
ラ
ン

ド
か
ら
も
プ
ロ
棋き

士し

が
来ら

い

伯は
く

し
、
指し

導ど
う

な
ど
を
行お

こ
な
う
。
８

月が
つ

か
ら
国こ

く

際さ
い

協き
ょ
う

力り
ょ
く

機き

構こ
う（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
囲い

碁ご

指し

導ど
う

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
同ど

う

棋き

院い
ん

に
着

ち
ゃ
く

任に
ん

し
た
嶋し

ま

脇わ
き

雄ゆ
う

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
も

参さ
ん

加か

す
る
。

　

出
し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

料り
ょ
うは
１
６
０
ま
た
は

２
０
０
レ
ア
ル
。
弁べ

ん

当と
う

と
対た

い

戦せ
ん

成せ
い

績せ
き

が
書か

き
込こ

め
る
ノ
ー

ト
が
入は

い
っ
た
バ
ッ
グ
が
特と

く

典て
ん

に

つ
い
て
お
り
、
２
０
０
レ
の

出し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

料り
ょ
うを
支し

払は
ら

え
ば
、
バ

ッ
グ
に
記き

名め
い

で
き
る
。
出

し
ゅ
つ

場
じ
ょ
う

登と
う

録ろ
く

は
大た

い

会か
い

当と
う

日じ
つ

に
会か

い

場じ
ょ
うで

も
で
き
る
が
、
事じ

前ぜ
ん

に
サ
イ
ト

（b
razil.gocon

gress.

オ
ー
ト
バ
イ
が
用よ

う

意い

さ
れ
て

い
た
が
獲か

く

得と
く

者し
ゃ

は
な
か
っ
た
。

か
に
果か

実じ
つ

の
中な

か

に
固か

た

い
タ
ネ

が
入は

い

っ
て
い
て
、
高た

か

い
と
こ
ろ

か
ら
頭あ

た
ま
を
直

ち
ょ
く

撃げ
き

し
た
ら
か
な

り
危き

険け
ん

だ
。
死し

因い
ん

が
「
マ
ン

ゴ
ー
爆ば

く

弾だ
ん

に
よ
る
頭ず

蓋が
い

骨こ
つ

損そ
ん

傷し
ょ
う」
で
は
遺い

族ぞ
く

も
泣な

く
に
泣な

け
な
い
？
！

　
　
　
　
　

◎

　

サ
ン
タ
ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

の
日に

本ほ
ん

語ご

講こ
う

座ざ

２
期き

生せ
い

卒そ
つ

業ぎ
ょ
う

式し
き

で
は
、
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う

証し
ょ
う

書し
ょ

を
受う

け
取と

る
作さ

法ほ
う

も
松ま

つ

田だ

さ
ん
が
事じ

前ぜ
ん

に
指し

導ど
う

。
本ほ

ん

番ば
ん

で
は
皆み

な

が

教お
し

え
ら
れ
た
通と

お

り
に
受う

け
取と

っ
た
。
ま
た
、
部へ

屋や

を
出で

る

時と
き

や
そ
の
場ば

を
離は

な

れ
る
際さ

い

も

「
失し

つ

礼れ
い

し
ま
す
」
と
声こ

え

を
か

け
る
な
ど
、
勉べ

ん

強き
ょ
うの
成せ

い

果か

が

至い
た

る
所と

こ
ろ
に
。
日に

本ほ
ん

語ご

だ
け
で

は
な
い
「
お
も
て
な
し
」
の

効こ
う

果か

を
、
病

び
ょ
う

院い
ん

職し
ょ
く

員い
ん

の
応お

う

対た
い

か
ら
感か

ん

じ
ら
れ
る
か
も
。

た
。
日ひ

差ざ

し
が
強つ

よ

く
、
影か

げ

と

日ひ

向な
た

の
対た

い

比ひ

が
激は

げ

し
い
空そ

ら

の

下も
と

、
早さ

っ

速そ
く

バ
ス
で
シ
ュ
ラ
ス
コ

店て
ん

「B
oi D

`ouro

」
に
向む

か
い
昼

ち
ゅ
う

食し
ょ
くを
取と

っ
た
。

　

バ
ス
の
中な

か

で
隣と

な
りに
な
っ
た
の

は
、
昨さ

く

年ね
ん

ま
で
サ
ン
パ
ウ
ロ

日に
っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

傘さ
ん

下か

の
あ

け
ぼ
の
ホ
ー
ム
で
ホ
ー
ム
長

ち
ょ
う

を
務つ

と

め
て
い
た
秋あ

き

山や
ま

幸ゆ
き

男お

さ

ん
（
６
８
、
大お

お

阪さ
か

府ふ

）。「
仕し

事ご
と

が
忙い

そ
が
し
く
て
、
ふ
る
さ
と

巡め
ぐ

り
に
参さ

ん

加か

し
た
こ
と
が
な

い
ん
だ
」
と
初は

つ

参さ
ん

加か

で
、「
昔

む
か
し

仕し

事ご
と

で
ト
メ
ア
ス
ー
に
来き

た

こ
と
が
あ
る
か
ら
、
今い

ま

の
移い

住じ
ゅ
う

地ち

を
見み

て
み
た
い
と
思お

も

っ

た
」
と
参さ

ん

加か

の
動ど

う

機き

を
語か

た

る
。

　

２
２
歳さ

い

で
農の

う

業ぎ
ょ
う

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

設も
う

け
ら
れ
た
。
同ど

う

病び
ょ
う

院い
ん

の
シ

ン
ボ
ル
色し

ょ
く
で
も
あ
り
、
平へ

い

和わ

や
健け

ん

康こ
う

の
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うで
も
あ
る
緑

み
ど
り

色い
ろ

と
白は

く

色し
ょ
くの
折お

り
紙が

み

を
使つ

か

っ

て
、
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う

生せ
い

が
次じ

期き

生せ
い

に
心

こ
こ
ろ

を
込こ

め
て
折お

り
鶴づ

る

を
教お

し

え
た
。

　

最さ
い

後ご

に
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

長ち
ょ
うよ
り
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う

生せ
い

１
人り

１

人り

に
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う

証し
ょ
う

書し
ょ

が
手て

渡わ
た

さ

れ
、
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う

生せ
い

全ぜ
ん

員い
ん

で
『
蛍ほ

た
るの

光ひ
か
り』
を
日に

本ほ
ん

語ご

で
合が

っ

唱し
ょ
うし
た
。

「
お
も
て
な
し
」
日に

本ほ
ん

語ご

講こ
う

座ざ

Ｓ
Ｃ
病び

ょ
う

院い
ん

、
２
期き

生せ
い

１
７
人に

ん

が
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う

欧お
う

米べ
い

韓か
ん

か
ら
プ
ロ
棋き

士し

来ら
い

伯は
く

囲い

碁ご

南な
ん

米べ
い

大た
い

会か
い

10
日か

か
ら

百ひ
ゃ
く寿じ
ゅ

以い

上じ
ょ
う
の
県け

ん

人じ
ん

も
、
９
日か

ま
で

福ふ
く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が
研け

ん

修し
ゅ
う

生せ
い

募ぼ

集し
ゅ
う

　

卒そ
つ

業ぎ
ょ
う

生せ
い

の
１
人り

、
栄え

い

養よ
う

士し

で
１
３
年ね

ん

同ど
う

病び
ょ
う

院い
ん

に
勤つ

と

め
る

フ
ラ
ビ
ア
・
ヴ
ィ
ト
リ
ア
さ
ん

（
３
８
）
は
、「
日に

本ほ
ん

語ご

を

勉べ
ん

強き
ょ
うす
る
の
は
大た

い

変へ
ん

だ
っ
た

け
ど
、
と
て
も
楽た

の

し
か
っ
た
。

患か
ん

者じ
ゃ

の
中な

か

に
は
ポ
語ご

が
あ
ま

り
話は

な

せ
な
い
方か

た

も
い
る
の
で
、

実じ
っ

践せ
ん

で
使つ

か
っ
て
い
き
た
い
」
と

語か
た
っ
て
い
た
。

　

講こ
う

師し

の
松ま

つ

田だ

明あ
け

美み

さ
ん
は

「
生せ

い

徒と

た
ち
が
巣す

立だ

っ
て
い
く

の
は
淋さ

び

し
い
け
れ
ど
、
頑が

ん

張ば

っ
て
欲ほ

し
い
。
次じ

期き

生せ
い

は
早そ

う

朝ち
ょ
うよ
り
働は

た
ら
く
衛え

い

生せ
い

課か

や
警け

い

護ご

課か

の
方か

た

な
ど
幅は

ば

広ひ
ろ

い
層そ

う

。
皆み

な

さ
ん
が
私わ

た
しの
お
手て

本ほ
ん

で
あ
り
、

私わ
た
しも
皆み

な

さ
ん
の
お
手て

本ほ
ん

と
な

る
よ
う
務つ

と

め
、
日に

本ほ
ん

語ご

だ
け

で
な
く
日に

本ほ
ん

の
文ぶ

ん

化か

を
伝つ

た

え

（７） ２０１９年第５３４２号 	１０月	 ５日	（土曜日）

エスタソン・ダス・ドッカスでガイドから説
せつ

明
めい

を受
う

ける一
いっ

行
こう

第
だい

２期
き

卒
そつ

業
ぎょう

生
せい

たちと講
こう

師
し

の松
まつ

田
だ

明
あけ

美
み

さん

チ
ョ
イ
、
ジ
リ

オ
ッ
ト
両り

ょ
う

氏し

優ゆ
う

勝し
ょ
う

ア
ル
ジ
ャ
ー
ゴ
ル
フ
大た
い
会か
い

fun/selecao.htm
l

）
か

ら
で
も
申も

う

し
込こ

め
る
。
ポ
英え

い

語ご

対た
い

応お
う

。

　

大た
い

会か
い

日に
っ

程て
い

は
、
初し

ょ

日に
ち

の

１
０
日か

が
午ご

後ご

１
時じ

か
ら
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

登と
う

録ろ
く

、
６
時じ

か
ら
開か

い

会か
い

を

祝い
わ

う
夕ゆ

う

食し
ょ
く

会か
い

が
行お

こ
なわ
れ
、
対た

い

局き
ょ
くは
な
い
。

　

１
１
日に

ち

は
午ご

前ぜ
ん

８
～
９
時じ

の
間あ

い
だ
に
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

登と
う

録ろ
く

を
受う

け

付つ

け
、
１
０
時じ

か
ら
対た

い

局
き
ょ
く

開か
い

始し

。
１
２
、１
３
日に

ち

は
午ご

前ぜ
ん

９
時じ

か
ら
対た

い

局き
ょ
くを
開か

い

始し

す

る
。

　

同ど
う

大た
い

会か
い

は
年ね

ん

に
１
度ど

、
南な

ん

米べ
い

諸し
ょ

国こ
く

持も

ち
回ま

わ

り
で
開か

い

催さ
い

し

て
い
る
。「
南な

ん

米べ
い

大た
い

会か
い

」だ
が
、

ど
の
国く

に

の
人ひ

と

で
も
参さ

ん

加か

可か

能の
う

。

大た
い

会か
い

に
関か

ん

す
る
問と

い
合あ

わ
せ

は
同ど

う

棋き

院い
ん

（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・ 

５
５
７
１
・
２
８
４
７
）
ま

で
。

た
い
」
と
３
期き

生せ
い
へ
の
指し

導ど
う

に

向む

け
、
熱あ

つ

い
想お

も

い
を
語か

た
っ
て
い

た
。

　

同ど
う

僚り
ょ
うの
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う

祝い
わ

い
に
か
け

つ
け
た
１
期き

生せ
い

で
看か

ん

護ご

師し

の

ロ
シ
レ
ー
ニ
・
フ
ァ
リ
ア
ス
・

カ
リ
シ
ョ
ッ
ト
さ
ん
（
聖せ

い

市し

、

４
７
）
は
、「
日に

本ほ
ん

語ご

を
話は

な

せ

る
よ
う
に
な
っ
て
変か

わ
っ
た
」

と
言い

う
。「
大だ

い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

で
す
か
？
」

「
ど
こ
が
痛い

た

い
で
す
か
？
」
な

ど
と
日に

本ほ
ん

語ご

で
対た

い

応お
う

す
る
と
、

相あ
い

手て

も
信し

ん

頼ら
い

し
て
病

び
ょ
う

状じ
ょ
うを
話は

な

し
、
医い

者し
ゃ

へ
の
橋は

し

渡わ
た

し
も
上う

手ま

く
い
く
よ
う
に
な
り
、「
勉べ

ん

強き
ょ
うし
て
本ほ

ん

当と
う

に
良よ

か
っ
た
」
と

語か
た
っ
て
い
た
。

ト
メ
ア
ス
ー
で
の
再さ

い

会か
い

願ね
が

う
秋あ

き

山や
ま

さ
ん

（１）

て
い
る
。
い
ず
れ
も
連れ

ん

絡ら
く

は

９
日か

（
水す

い

）
ま
で
。

　

中
ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

国こ
く

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

受う
け

入い
れ

事じ

業ぎ
ょ
うは
、
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

か
ら
５
人に

ん

募ぼ

集し
ゅ
う。
期き

間か
ん

は
２
０
２
０
年ね

ん

１
月が

つ

２
２
日に

ち

（
水す

い

）
～
１
月が

つ

３
１
日に

ち

（
金き

ん

）
の
１
０
日か

間か
ん

（
日に

っ

本ぽ
ん

時じ

間か
ん

、
予よ

定て
い

）。
資し

格か
く

要よ
う

件け
ん

は
同ど

う

県け
ん

出し
ゅ
っ

身し
ん

者し
ゃ

の
子し

弟て
い

で
、
１
８
歳さ

い

～
３
９
歳さ

い

、
日に

本ほ
ん

語ご

能の
う

力り
ょ
くは
問と

わ
な
い
。
た

だ
し
県け

ん

内な
い

に
親し

ん

族ぞ
く

等な
ど

が
い
て
、

心し
ん

身し
ん

と
も
に
健け

ん

全ぜ
ん

で
、
研け

ん

修
し
ゅ
う

内な
い

容よ
う

を
県け

ん

人じ
ん

会か
い

に
報ほ

う

告こ
く

す
く

こ
と
。
研け

ん

修し
ゅ
うを
帰き

国こ
く

後ご

に
活い

か
し
て
日に

っ

伯ぱ
く

の
懸か

け
橋は

し

と
な

り
、
母ぼ

県け
ん

に
貢こ

う

献け
ん

す
る
意い

思し

を
持も

つ
人ひ

と

が
対た

い

象し
ょ
う。

　

百
ひ
ゃ
く

歳さ
い

賀が

寿じ
ゅ

は
、
同ど

う

県け
ん

出し
ゅ
っ
し
ん身

の
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
会か

い

員い
ん

で
あ

り
、
２
０
年ね

ん

４
月が

つ

１
日た

ち

～
２ 

１
年ね

ん

３
月が

つ

３
１
日に

ち

に
９
９
歳さ

い

以い

上じ
ょ
うと
な
る
人ひ

と

、
過か

去こ

に
百

ひ
ゃ
く

歳さ
い

賀が

寿じ
ゅ

を
受う

け
て
い
な
い
人ひ

と

が
対た

い

象し
ょ
うと
な
る
。

　

中
ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

国こ
く

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

受う
け

入い
れ

事じ

業ぎ
ょ
う
へ
の
応お

う

募ぼ

は
今い

ま

井い

会か
い

長ち
ょ
う（yu

m
im

iyatan
i@

gm
ail.com

）、
百

ひ
ゃ
く

歳さ
い

賀が

寿じ
ゅ

の
連れ

ん

絡ら
く

は
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（fuku 
sh

im
a_ken

jin
_b

rsp 
@

yahoo.co.jp

）
ま
で
。

　

福ふ
く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
今い

ま

井い

マ
リ

ナ
会か

い

長ち
ょ
う）
は
令れ

い

和わ

元が
ん

年ね
ん

度ど

中
ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

国こ
く

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

受う
け

入い
れ

事じ

業ぎ
ょ
うの
研け

ん

修し
ゅ
う

生せ
い

の
募ぼ

集し
ゅ
うと
、
令れ

い

和わ

２

年ね
ん

度ど

百ひ
ゃ
く

歳さ
い

賀が

寿じ
ゅ

の
該が

い

当と
う

者し
ゃ

を

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う
す
る
為た

め

に
調

ち
ょ
う

査さ

を
行

お
こ
な

っ

藤
ふじ

川
かわ

修
よし

子
こ

さん（左
ひだり

）と家
か

族
ぞく

全ぜ
ん

伯ぱ
く

ゴ
ル
フ
選せ

ん

手し
ゅ

権け
ん

大た
い

会か
い

の

出し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

権け
ん

も
得え

た
。

級き
ゅ
う、
女じ

ょ

子し

は
３
階か

い

級き
ゅ
うに
、
熟

じ
ゅ
く

練れ
ん

度ど

に
よ
る
ハ
ン
デ
別べ

つ

に
分わ

か
れ
、
約や

く

３
０
０
人に

ん

が
ス
コ

ア
を
競き

そ

っ
た
。
最さ

い

上じ
ょ
う

級き
ゅ
う

部ぶ

門も
ん

と
な
る
ハ
ン
デ
の
な
い
ス
ク

ラ
ッ
チ
部ぶ

門も
ん

で
は
、
男だ

ん

子し

は

ト
ー
マ
ス
・
チ
ョ
イ
さ
ん
、
女じ

ょ

子し

は
カ
ル
ラ
・
ジ
リ
オ
ッ
ト

さ
ん
が
優ゆ

う

勝し
ょ
うを
飾か

ざ

っ
た
。

　

ホ
ン
ダ
か
ら
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
賞し

ょ
う

と
し
て
自じ

動ど
う

車し
ゃ

や

案あ
ん

内な
い

で
来ら

い

社し
ゃ

し
た
今い

ま

井い

会か
い

長ち
ょ
う、
櫻さ

く
ら井い

さ
ん

初は
つ

参さ
ん

加か

の
秋あ

き

山や
ま

幸ゆ
き

男お

さ
ん

リ
ョ
ス
国こ

く

際さ
い

空く
う

港こ
う

で
集

し
ゅ
う

合ご
う

。

ブ
ラ
ジ
リ
ア
を
経け

い

由ゆ

し
、
パ

ラ
ー
州

し
ゅ
う

都と

ベ
レ
ン
に
到と

う

着ち
ゃ
くし

　

９
月が

つ

１
１
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

５
時じ

半は
ん

、
朝あ

さ

７
時じ

１
０
分ぷ

ん

の
飛ひ

行こ
う

機き

に
乗の

る
一い

っ

行こ
う

は
グ
ア
ル
ー

ホ
ン
ダ
オ
ー
プ
ン

　

ア
ル
ジ
ャ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

（
沼ぬ

ま

田だ

マ
リ
オ
会か

い

長ち
ょ
う）
は
「
ホ

ン
ダ
オ
ー
プ
ン　

第だ
い

４
３
回か

い

ア
ル
ジ
ャ
ー
ゴ
ル
フ
選せ

ん

手し
ゅ

権け
ん

大た
い

会か
い

」
を
９
月が

つ

２
７
～
２
９

日に
ち

の
３
日か

間か
ん

、
同ど

う

ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
に
て
開か

い

催さ
い

し
た
。

　

大た
い

会か
い

で
は
男だ

ん

子し

は
４
階か

い

女
じょ

子
し

優
ゆう

勝
しょう

のジリオットさん、男
だん

子
し

優
ゆう

勝
しょう

のチョイさん

　

優ゆ
う

勝し
ょ
う

し
た

チ
ョ
イ
さ
ん
、

ジ
リ
オ
ッ
ト
さ

ん
は
、
ブ
ラ

ジ
ル
ゴ
ル
フ

連れ
ん

盟め
い

（
ア
ン

ト
ニ
オ
・
カ

ル
ロ
ス
会か

い

長ち
ょ
う

）

が
主し

ゅ

催さ
い

す
る
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